




は　じ　め　に

　本報告書は、競艇交付金による日本財団の平成20年度助成事業として実施した全国閉鎖性海湾

の「海の健康診断」調査の成果をとりまとめたものです。

　我が国は、経済的な豊かさと引き替えに多くの海洋の自然を失い、そこから生産される多くの

恵みを失いました。高度経済成長期に公害問題が表面化して以降、「公害対策基本法」や「水質

汚濁防止法」等の法令が整備され、沿岸海域への排水を量的、質的に規制し、水質を「きれい」

に維持するための基準を設けるとともに、関係自治体による「公共用水域水質測定」や「浅海定

線調査」等の水質モニタリングが開始されました。これにより水質悪化を食い止め、一部の湾で

は改善が見られるなど一定の効果は見られましたが、今日でも豊かな海を取り戻すまでには至っ

ていません。

　その原因の一つには、環境評価や改善のポイントが公害の防止や監視といった水質改善にあ

り、沿岸域の“海の恵み”を生み出している「構造（ストック）」や「機能（フロー）」を総合

的に評価するという視点が欠落していたことがあげられると思います。

「海の営み」を評価することは、近年、海洋基本計画や第３次生物多様性国家戦略の中などでも

重要視されている「生物多様性」や「生物生産性」の確保にも通じるものです。　海洋政策研究

財団では、この“海の営み”を検査し定量的に評価する「海の健康診断」の手法研究を平成12年

より全国に先駆けて行って参りました。「海の健康診断」は、人間の健康診断になぞって、私た

ちが職場等で受けている定期検診にあたる「一次検査」と検診の結果、異常が見つかった時の精

密検査にあたる「二次検査」で構成されております。

　同事業では、これまでに「海の健康診断マスタープラン・ガイドライン」をまとめたのをはじ

め、平成16年度、18年度には全国の閉鎖性海湾を対象にして「海の健康診断」一次検査・診断を

行いました。

　本年度は、全国の閉鎖性海湾を対象にした３回目の全国一斉の一次検査・診断を実施しており

ましたが、この度その結果が出ましたので、診断結果を海湾毎にカルテとしてとりまとめると共

に、過去２回実施した全国診断の結果と今回の結果を分析し、日本の沿岸海域で起きている環境

変化の傾向や課題を取りまとめました（第一分冊）。また、本年度が当該事業５ヶ年計画の最終

年度にあたることから、「海の健康診断」を実際に対象海湾で実施するための解説書（第二分

冊）や「海の健康診断」の主要テーマでもある「豊かな海を取り戻すために」と題して、沿岸海

域の環境保全や修復などの活動に携わるにあたり是非知っておいていただきたい事柄について、

社会科学及び自然科学の両分野からご執筆頂きました（第三分冊）。さらに、これまでの研究成



果をもとに、「豊かな海」を取り戻すために必要な沿岸域の環境管理について、「海の健康診

断」の活用を視野に入れた提言書（第四分冊）も併せて作成いたしました。本書はその第一分冊

にあたるものです。本書が閉鎖性海湾の環境保全、改善に日夜尽力されている自治体の担当者や

同海域に関心を持つ方々などの活動にお役に立てれば幸いです。

　最後に、本事業の実施及び本報告書の取りまとめにあたりましては、平野敏行東京大学名誉教

授を委員長とする「全国閉鎖性海湾の『海の健康診断』判定会議」の委員の皆様の熱心なご議

論・ご指導を賜り、この紙上をお借りして厚く御礼申し上げます。

　平成21年3月　　

海 洋 政 策 研 究 財 団

会　長　 秋　山　昌　廣
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第1章　「海の健康診断」の必要性

　海は河川等から流入する栄養塩を流れによって各部へ輸送し、食物網を通じて分解、生産、浄

化を行い、一部を漁獲などにより系外へ排出するなど、様々な「営み」により環境のバランスを

保っている。そのしくみは図１に示すとおりである。しかし近年、この営みのバランスが崩れ

た、いわば健康状態の悪化した海湾が増加している。

　海洋環境を監視する方法の一つにモニタリングがある。我が国でも以前より建設、運輸、環

境、水産などの観点から様々な海洋環境モニタリングが行われてきた。これによりかつての「水質

汚染」の状態からは脱する一定の成果はみられたが、豊饒の海を取り戻すまでには至っていない。

その原因の一つには、これまでのモニタリングが公害の防止や監視の観点から水質中心に行われ

てきたこと、観測ポイントが沿岸域の表層を主としたものであったため、海全体の状態が把握で

きておらず、海洋環境の悪化に対し効果的な対策が打ててこなかったことが挙げられる。

　今後、海洋環境の保全、再生を効果的に行っていくためには、海を構成している様々な部分や

その機能を総合的に検査し、海の「営み」の状態を的確に把握した上で対策をとっていくことが重

要である。また、この営みは小さな変化を繰り返しつつ、大きな変化を起こしている場合がある

ことから、ある一時点における結果に加え、長い時間の中での変化が示す意味について着目する

ことが大切である。

　このような考えから生まれたのが「海の健康診断」である。「海の健康診断」では、海洋環境は一

端悪化してしまうとその回復には膨大な費用と歳月を要することから、環境悪化の兆候を早期に

発見し、必要な処置を講じる予防医学的なセンスを取り入れている。
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図１．海の環境のしくみ
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第2章　「海の健康診断」のしくみ

　「海の健康診断」では、“海湾の健康な状態”を「物質循環が円滑で、生態系の安定性が大きいこ

と」と定義している。これまでのような人間の血液検査や尿検査に当たる水質検査に加え、心臓の

動きの検査に相当する潮位振幅の検査、腎臓や肝臓の検査に相当する藻場や干潟の面積の検査、

代謝や食習慣の検査に相当する流入負荷や分類群別漁獲量・割合の検査など、さまざまな「海の営

み」の検査に加え、個々の海湾が有する「体格」や「体質」にあたる地形的、社会的な特徴なども踏ま

えて検査・診断することで、「水質」といったある特定の場所や時間における「点」の情報の他に

「点」に至るまでの「変遷」も検査項目として取り上げ、診断する。

　「海の健康診断」は、私達が職場等で受けている健康診断と同じように、年１回の定期健康診断

にあたる一次検査と一次検査で疑わしき兆候が出た項目に対して実施する精密検査にあたる二次

検査で構成している。

図2．海の健康診断の構成図

　一次検査にあたっては、基本情報として、診断の対象となる海湾が有する「体質」や「体格」を把

握するため、地理的情報、気象的情報、社会的情報として湾の形状や降水量、背後圏の人口や産

業などを調査する。

　一次検査は、『生態系の安定性』と『物質循環の円滑さ』の２つのカテゴリーに分類されてい

る。さらに、『生態系の安定性』は「生物組成」「生息空間」「生息環境」の３つの視点から、『物

質循環の円滑さ』は、「基礎生産」「負荷・海水交換」「堆積・分解」「除去（漁獲）」の４つの視点

から構成されている。
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　「生態系の安定性」のカテ

ゴリーの「生物組成」の視点

は、漁穫生物の分類群別組成

の変化、海岸生物の出現状

況、「生息空間」の視点は、干

潟・藻場面積の変化、人工海

岸の割合、「生息環境」の視点

は、有害物質の測定値、貧酸

素水の確認頻度といった検査

を実施する。検査は農林水産

統計や公共用水域調査結果、

現地調査結果等のデータを使って、過去20年程度のトレンド等を整理し、各データの過去20年

程度と最近３年程度の平均値の比や差等によって検査値を算出する。なお、本検査結果では、一

次検査の材料となる各海湾の環境情報については、書籍、各地方自治体がとりまとめている統計、

インターネットのホームページにて公開されているもの等から収集することを基本とした。また、

ここでは、一次検査の簡便性を保持するため、非公開資料の使用請求や研究論文などの検索、収

集は行っていない。環境情報が得られなかった検査項目については「データなし」と記載してい

る。「海岸生物の出現状況」の情報についてはほとんど収集できなかったため、実際に海岸線付近

の生物の観察を行い、情報を収集した。

　「物質循環の円滑さ」のカテゴリーの「基礎生産」の視点は、透明度の変化、赤潮の発生頻度、「負荷・海

水交換」の視点は、負荷と滞留のバランス、潮位振幅の変化、「堆積・分解」の視点は、底質環境、無酸素水

の出現状況、「除去（漁獲）」の視点は、底生魚介類の漁獲量といった検査を実施する。

　これらの検査結果から、良好（A）、要注意（B）、要精検（C）までの診断基準を設けて診断する。

一つの視点を二つの検査項目によって診断する場合は安全側に立って行うことから、検査結果が

異なった場合、悪い方の診断結果を採用するが、この場合、診断結果に＋を付けて表記する。

　検査・診断結果のアウトプットにあたる診断チャート及びカルテの例は表２、検査内容の詳細

は表３に示すとおりであるが、詳しい一次検査の方法については、別冊の「海の健康診断　考え方

と方法」（平成18年３月年、海洋政策研究財団）を参照頂きたい。なお、本検査は過去20年程度の環

境のトレンドから各海湾の変化傾向を評価しており、高度経済成長期前の開発等の人為的影響が

少なかった海の状態と比較するものでないとことを付け加えておく。

　「海の健康診断」では、これらの一次検査で疑わしき兆候が出た項目に対しては二次検査を実施

する。二次検査では、まず「再検査」を実施するが、再検査では既存の対象海湾の環境に関する研

究論文や一次検査よりもさらに詳細なデータを収集・整理して、より科学的なデータから一次検

査結果を検証する。再検査において不健康と診断された場合は、「精密検査」を実施する。精密検

査では、既存の知見で海のメカニズムがわからない場合は、それを探るための現地調査等を実施

し、不健康の原因を特定する。

表１．一次検査項目一覧
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表２．診断チャート及びカルテの例

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

B

A
B+

C+
C

B+

C+

A

B

C+

C+

B+

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

A B C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

C+

B

C+

B+

B+

C+

A

A B  C

A B  C

A B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　38　）�

AW＝（　1.6　）�

PS＝（　1.2　）�

CW＝（ 0.5未満 ）�

LR（COD）＝（　0.10　）�
LR（T-N）＝（　0.03　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

湾口部を除き�
大部分がシルト質�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（減少）傾向�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.29　）�
FC＝（　0.9　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　11　）�
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表3（2）　一次検査の内容の検査方法と検査基準（物質循環の円滑さ）

�
�
�

基礎生産��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

負荷�
・�

海水交換��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

堆積�
・�
分解��
�
�
�
�

除去�
（漁獲）�

�

透明度の変化��
�
�
�

赤潮の発生頻度�
�
�
�
�
�
�
�

負荷と滞留の�
バランス�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

潮位振幅の変化��
�
�
�
�

底質環境�
�
�
�

無酸素水の�
出現状況�

�
�
�

底生魚介類の�
漁獲量�

�
公共用水域水
質調査�
�
�
各地方自治体調
査等による毎年
の赤潮発生状況�
�
負荷量，容積（海
の基本図，海図，
測量原図）、河
川流量（流量年
表、各県資料）、
塩分（公共用水
域水質調査、
JODCデータ）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実測潮位データ��
�
�
�
各地方自治体
調査等による底
質調査結果�
�
底層の溶存酸
素量データ（公
共用水域水質
調査結果など）�
�
�
農林水産統計
年報による魚
種別漁獲量�

最近 2 0 年 間
の透明度の平
均値を検査対
象とする。�
�
�
－�
�
�

淡水滞留時間�
τ（day）を求める。�
τ=（S0-S1）/S0Q�
S0：湾外基準塩分�
S1：湾内平均塩分�
Q：河川流量（m3/day）�
単位体積当たり
負荷量�
Hx（mg/day/m3）�
を求める。�
Hx=Px/V�
Px：負荷量（mg/day）�
（x：COD、T-N、T-P）�
V：海湾の体積（m3）�
�
最近30年間の
朔望平均満潮
位と朔望平均干
潮位の差を求め、
その線形回帰よ
り傾きを求める。�
�
�
－�
�
�
�

－��
�
�
最近20年間の
底生魚介類（底
魚及び底生生
物）の漁獲量を
検査対象とする。�

2 0 年 間の平
均をTPs（cm）
とする。��
�
�
�
�
�
水質項目（x）�
ごとに以下のと
おりとする。�
�
COD�
0.2mg/L�
T-N�
0.2mg/L�
T-P�
0.02mg/L�
�
�
�
�
�
�
�

0.05（m）��
�
�
�
�
－�
�
�
�

－��
�
�
�
20年間の漁獲
量平均をFBsと
する。�

最近3年間の平
均をTPt（cm）と
する。��
�

最近20年間の赤潮の発生の
有無をみる。��
�
水質項目（x）ごとに負荷滞留濃度�
（LR）を求める。�

�
LR（x）=τHx�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

30年間の変化量AT（m）を求める。�
�
AT=｜30（年）×傾き｜��
�
�

最新の硫化物量の最大値を�
SD（mg/g）とする。��
�
�
最新の溶存酸素量の最低値を�
AW（mg/L）とする。�
�
�
�
最近3年間の漁
獲量平均をFBt
とする。�

TP,TDを求める。�
TP=TPt/TPs�
TD=｜TPt－TPs｜��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

FBを求める。�
FB=FBt/FBs

0.8≦TP≦1.2�
かつ�
TD<20��

�

赤潮は発生し
ていない��

�
COD、T-N、
T-P�
ともに�

LRx＜スタン
ダード値�
の場合�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

AT<0.05�
かつ�

最近３年間減
少傾向にない�
�
�
�
SD<0.2�
�
�
�

2.9≦AW��
�
�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い

傾向�

0.8≦TP≦1.2�
かつ�
20≦TD��

�
毎年ではないが�
赤潮は発生して
いる�

�
COD、T-N、
T-P�

のいずれかで
スタンダード値
≦LRx�
の場合�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

AT<0.05�
かつ�

最近３年間減
少傾向�

�
�
�
0.2≦SD<1�

�
�
�

0.5≦
AW<2.9�

�
�
�

0.7<FBかつ
最近3年間減
少傾向�

TP<0.8�
または�
1.2<TP��
�

毎年赤潮は発
生している��

�
COD、T-N、
T-P�
ともに�

スタンダード値
≦LRx�
の場合�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

0.05≦AT��
�
�
�
�

1≦SD�
�
�
�

AW<0.5��
�
�
�
�

FB≦0.7

視　点� 検査項目�
必要な資料�

及び調査�

検　査　内　容� 検　査　基　準�

前処理� スタンダード値� 検査値� 結　果� 良好（A）� 要注意（B）� 要精検（C）�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

�

�
�
�
�

生物組成��
�
�
�
�
�
�
�

生息空間��
�
�
�
�
�
�
�

生息環境�

�
漁獲生物の分
類群別組成の
変化�
�
�
�

海岸生物の�
出現状況�

�
�

干潟・藻場�
面積の変化�

��
人工海岸の�
割合�
�
�

有害物質の�
測定値�
�
�
�

貧酸素水の�
確認頻度�

農林水産統計
年報による魚種
別漁獲量�
�
�
�
海岸における�
生物出現確認
調査�
�
�
日本の干潟、藻
場、サンゴ礁の
現況（環境庁）�
�
環境省自然環境
保全基礎調査�
�

公共用水域水
質調査結果�
（健康項目データ）��
�

底層の溶存酸
素量データ�
（公共用水域水
質調査など）�

最近20年間の
最多漁獲量の
分類群を抽出し、
検査対象とす
る。�
�
�

－��
�
�
�

－�
�
�

－��
�
最近20年間の
すべての健康
項目測定値を検
査対象とする。�
�
�
�
－�

20年間の漁獲
割合の平均を
FRs、漁獲量の
平均をFCsとす
る。�
�

各海湾の代表
生物種類数を
LCsとする。��
�
�
�
�
�
�
�
�

各健康項目の
環境基準値を
PSsとする。��
�

最新の底層の
溶存酸素量の
調査地点数を
CWsとする。�

最近3年間の漁
獲量割合の平
均をFRt、漁獲
量の平均をFCt
とする。�
�
代表生物のうち
出現が確認され
た種類数をLCt
とする。�
�

1970年代以前と最新の�
干潟・藻場面積を比較する。��
�
最新の人工海岸の割合をAC（%）
とする。�
�

各健康項目の
測定値の最大
値をPStとする。��
�
貧酸素水�
（4.3mg/L未満）
が確認された調
査地点数をCWt
とする。�

�
FR、FCを求める。�
FR=FRt/FRs�
FC=FCt/FCs�
�
�
�
LCを求める。�
LC=LCt/LCs�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
PSを求める。�
PS＝PSt/PSs�
�
�
�

CWを求める。�
CW=CWt/CWs

�
0.8≦FR≦1.2�

かつ�
0.7≦FC≦1.3�
�

�
�

LC=1��
�
�

干潟・藻場面積
は減少していな
い�

�

AC≦20��
�

すべての健康
項目で�
PS<0.8��
�
�
�

CW< 0.1

0.8≦FR≦1.2
かつ�

FC<0.7または
1.3<FC ��

�
�

0.8≦LC<1��
�
�

干潟・藻場面積
のいずれかが減
少している�

�
20< AC <50��

�

１つの健康項目
でも�

0.8≦PS<1�
��
�
�
0.1≦CW<0.5�

�

�
FR<0.8�
または�
1.2<FR�
�
�
�

LC<0.8��
�
�

干潟・藻場面積
がともに減少し
ている�

�

50≦AC��
�

１つの健康項目
でも�
1≦PS��
�
�
�

0.5≦CW

視　点� 検査項目�
必要な資料�

及び調査�

検　査　内　容� 検　査　基　準�

前処理� スタンダード値� 検査値� 結　果� 良好（A）� 要注意（B）� 要精検（C）�

�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

表3（1）　一次検査の内容の詳細（生態系の安定性）
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第3章　全国71閉鎖性海湾の一次検査・診断結果

　全国71閉鎖性海湾の一次検査・診断カルテ
　全国71閉鎖性海湾の一次検査・診断結果は次に示すとおりである。また、一次検査・診断結果

一覧を各一次検査・診断カルテの後ろの表４に、巻末には一次検査・診断結果一覧に用いた公表

資料一覧を示した。
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北 海 道 �

3 厚岸湾�

2 噴火湾�

1 函館湾�

4 厚岸湖�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

函館湾 北海道�1

B

A
B+

C+
C

B

C+

B

C

C+

A

C

生息空間、負荷・海水交

換、堆積・分解、除去（漁

獲）がＣ判定であり、そ

の影響による生物組成、

生息環境の今後の変化が

心配である。�

A B  C

A B  C

A  B C
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PS＝（　0.5　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.94　）�
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干潟・藻場面積は
減少していない�

湾東部の函館港
では底質が泥�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.01　）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.5　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　36　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

¡面積：8.4km2�

¡湾口幅：65km�

¡湾内最大水深：58ｍ�

¡主な汚染源は水産加工場、旅館及び生活排水�

¡サケ・マス漁業基地、カニ工船基地として目覚ましい発展を遂げた�

¡昭和10年頃までは東京以北で人口最多の都市であった�

¡マコンブやホタテガイなどの養殖場がある�

¡史跡・観光地に恵まれている�
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生息空間：C＋� 生息環境：A

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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特 に な し �
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生物組成：B

生 態 系 の 安 定 性 �
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基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：C＋�

除去：C

物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

噴火湾 北海道�2

B

A
B+

C+
C

B+

B+

C+

A

B

C+

C+

生息組成、生息環境、堆

積・分解がＣ判定であり、

堆積・分解の滞りが生態

系の安定性を脅かしてい

る恐れがある。�

A B C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

C+
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C+
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A

A B  C
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A B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　38　）�

AW＝（　1.6　）�

PS＝（　1.2　）�

CW＝（ 0.5未満 ）�

LR（COD）＝（　0.10　）�
LR（T-N）＝（　0.03　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

湾口部を除き�
大部分がシルト質�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（減少）傾向�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.29　）�
FC＝（　0.9　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　11　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：2485km2�

¡湾口幅：30.2km�

¡湾内最大水深：107ｍ�

¡沿岸には火山が多い�

¡長万部川などの河川が湾内に注ぐ�

¡対馬海流の影響を強く受ける�

¡農業と水産業が基幹産業�

¡ウニ・アワビの種苗放流が行われている�

¡室蘭には基幹資源型工業を中心とした工業地帯がある�

¡クジラ・イルカなどのウオッチングが盛ん�
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生息空間：B 生息環境：C＋�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認できず）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

自然� 半自然� 人工�

割
合
（
％
）
�

1998年に鉛が高い地点あり�

0

1000

2000

3000

4000

5000

干潟�
1978

藻場�
1978

干潟�
1993

藻場�
1993

面
積
（
ha
）
�

生物組成：C＋�
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基礎生産：B＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：B＋�

除去（漁獲）：A

物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

厚岸湾 北海道�3

B

A
B+

C+
C

－�

B+

B+

C

A

－�

－�

データが乏しく、十分な

検査が実施できない。地

元の情報を活かして十分

な一次検査を実施する必

要がある。�

�

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

A B C

A B  C

A  B C

A B C

A B C

B+
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－�

－�

B+
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A B C
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LC＝（　1.0　）�

AC＝（　11　）�

AW＝（　－　）�

FB＝（　0.4　）�

PS＝（　－　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.25　）�
LR（T-N）＝（　0.09　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

－�

－�

AT＝（0.00002）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.5　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：102.64km2�

¡湾口幅：9.15km�

¡湾内最大水深：24ｍ�

¡沿岸には千島海流が流れる�

¡春季・夏季には霧日数が多い�

¡湾に流入する河川は尾幌川と小河川のみ�

¡カキの人口種苗生産を行っている�
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生息空間：A 生息環境：－�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
¡コンブ・ワカメ・アマノリの仲間
（確認）�
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基礎生産：ー�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B＋�

除去：C

物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 厚岸湖 北海道�4
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A
B+

C+
C

C+
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B+

C

A

C

－�

生息環境、基礎生産、除

去（漁獲）がＣ判定であ

り、堆積・分解や貧酸素

水に関する検査などを踏

まえた十分な検査を実施

する必要がある。�
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LC＝（　1.0　）�

AC＝（　17　）�

AW＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：32km2�

¡湾口幅：0.4km�

¡湾内最大水深：9ｍ�

¡湖口には大小60数余のカキ島が存在する�

¡湾に流入する河川は寒辺牛川、尾幌川など�

¡カキの人口種苗生産を行っている�

¡厚岸町ではカキ、アサリのために合成洗剤を使わない対策として、せっけん購入の25％助成を行っている�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：A 生息環境：C

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡エビの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
¡コンブ・ワカメ・アマノリの仲間
（確認）�
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デ ー タ な し �

生物組成：B＋�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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6 宮古湾�
14 八郎潟�

15 酒田港�

9 山田湾�

13 志津川湾�

7 大船渡湾� 8 釜石湾�

11 松島湾�

10 万石浦�

5 陸奥湾�

12 気仙沼湾�

16 小名浜港�

17 松川浦�

東　北�



－28－

一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 陸奥湾 青森県�

B

A
B+

C+
C

B+

B+

C+

C

C+

B+

C+

生物組成、生息空間、堆

積・分解、除去（漁獲）

がＣ判定であり、底層の

環境に問題があると考え

られる。�

A B C

A  B C

A B  C

A B C

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

C+

C+

B+

B+

B+

C+

C

A  B C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　63　）�

AW＝（　2.3　）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　0.1　）�

LR（COD）＝（　0.35　）�
LR（T-N）＝（　0.09　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

赤潮は発生して
いない�

AT＝（　0.03　）�
最近は（横這い）傾向�
    SD＝�

（　3以上　）�

FB＝（　0.3　）�

FR＝（　0.5　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　76　）�

5
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：1667.89km2�

¡湾口幅：14km�

¡湾内最大水深：75ｍ�

¡津軽暖流が陸奥湾を周回している�

¡日本におけるホタテ養殖発祥の地�

¡水産業は重要な産業�

気温と降水量（青森）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡エビの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：B＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 宮古湾 岩手県�

B

A
B+

C+
C

B

B+

B

B

A

A

B

検査結果ではＣ判定はな

いが、底層の溶存酸素量

に関する検査を含めた十

分な検査を実施する必要

がある。�

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

A B  C

B

A

A

B

B+

B

B

A B  C

A B C

A  B C

A B  C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　18　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.06　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.54　）�
LR（T-N）＝（　0.17　）�
LR（T-P）＝（　0.02　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

SD＝（　0.5　）�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.005 ）�
最近は（横這い）傾向�

FB＝（ 1.1 ）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.35　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　50　）�

6
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：24.1km2�

¡湾口幅：4.8km�

¡湾内最大水深：76ｍ�

¡リアス式海岸�

¡沖合で黒潮と親潮がぶつかっている�

¡気候は寒冷で、夏季には海霧が発生�

¡ワカメ（日本一の生産量）・コンブ・ホタテ・カキなどの養殖が行われる�

¡江戸時代中期以降、海産物の移出港として発展した�

¡昭和に入り山田線の開通や近代工場の操業開始で隆盛を極めた�

¡宮古市はサケの水揚げが県内一であり、サケは市のシンボルとなっている�

¡湾口に位置する浄土ヶ浜は陸中海岸国立公園を代表する観光地�

気温と降水量（宮古）�

0

500

1000

1500

2000

2500

年
降
水
量
（
m
m
）
�

0

5

10

15

20

25

30

平
均
気
温
（
℃
）
�

1
9
6
1
�

1
9
6
2
�

1
9
6
3
�

1
9
6
4
�

1
9
6
5
�

1
9
6
6
�

1
9
6
7
�

1
9
6
8
�

1
9
6
9
�

1
9
7
0
�

1
9
7
1
�

1
9
7
2
�

1
9
7
3
�

1
9
7
4
�

1
9
7
5
�

1
9
7
6
�

1
9
7
7
�

1
9
7
8
�

1
9
7
9
�

1
9
8
0
�

1
9
8
1
�

1
9
8
2
�

1
9
8
3
�

1
9
8
4
�

1
9
8
5
�

1
9
8
6
�

1
9
8
7
�

1
9
8
8
�

1
9
8
9
�

1
9
9
0
�

1
9
9
1
�

1
9
9
2
�

1
9
9
3
�

1
9
9
4
�

1
9
9
5
�

1
9
9
6
�

1
9
9
7
�

1
9
9
8
�

1
9
9
9
�

2
0
0
0
�

2
0
0
1
�

2
0
0
2
�

2
0
0
3
�

2
0
0
4
�

2
0
0
5
�

2
0
0
6
�

2
0
0
7

人　口（宮古市）�

0

2

4

6

8

10

人
口
（
万
人
）
�

19
81
�

19
82
�

19
83
�

19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05



－34－

浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：A 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡シギ・チドリの仲間（確認できず）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡ワラジムシ・トビムシ・ヨコエビの
仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡エビの仲間（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B

負荷・海水交換：B＋�

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 大船渡湾 岩手県�

B

A
B+

C+
C

B+

A

B+

A

B+

B+

C

堆積・分解がＣ判定であ

り、底層における物質循

環の滞りが顕著である。

生態系の安定性が損なわ

れないように継続した検

査が必要である。�

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

B+

B+

B+

B+

A

C

A

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　35　）�

AW＝（　0.0　）�

PS＝（　0.3　）�

CW＝（　0.4　）�

LR（COD）＝（　0.12　）�
LR（T-N）＝（　0.04　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

SD＝（　3.5　）�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.0003 ）�
最近は（増加）傾向�

FB＝（ 1.3 ）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　2.3　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　0.2　）�

7
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：7.89km2�

¡湾口幅：0.2km�

¡湾内最大水深：38ｍ�

¡リアス式海岸�

¡沖合で黒潮と親潮がぶつかっている�

¡周囲はほとんど山岳、丘陵に囲まれる�

¡水産業が市の発展の基盤を支えている�

¡カキ、ノリ、ワカメの養殖が行われている�

¡アワビ・ウニ・ヒラメなどの放流事業が行われている�

¡湾岸には多くの貝塚や遺跡がみられる。アサリやカキ、ホタテなどの他にマグロ、ブリなどの骨がみつかる�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡イガイの仲間（確認）�
¡ワラジムシ・トビムシ・ヨコエビの
仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 釜石湾 岩手県�
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A
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C+
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B+

B

A

A

B

検査結果ではＣ判定はな

いが、底層の溶存酸素量

に関する検査を含めた十

分な検査を実施する必要

がある。�
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LC＝（　1.0　）�

AC＝（　17　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.06　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.14　）�
LR（T-N）＝（　0.04　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

SD＝（　0.23　）�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（増加）傾向�

FB＝（ 1.1 ）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.34　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　92　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：8.7km2�

¡湾口幅：2.3km�

¡湾内最大水深：49ｍ�

¡リアス式海岸�

¡沖合で黒潮と親潮がぶつかっている�

¡夏は冷涼、冬は比較的温暖な太平洋型気候だが、

時折オホーツク海高気圧のヤマセにより冷夏

になることがある�

¡ワカメ、ホタテ、コンブ等の養殖場として利用されている�

¡近代製鉄業発祥の地として「鉄と魚と観光のまち」として発達してきた�

¡鉄鋼業の相次ぐ合理化、水産業の不振などの影響で、かつて９万人を超えた人口も現在５万人弱となっている�

気温と降水量（釜石）�

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

年
降
水
量
（
m
m
）
�

0

5

10

15

20

25

30

平
均
気
温
（
℃
）
�

1
9
7
7
�

1
9
7
8
�

1
9
7
9
�

1
9
8
0
�

1
9
8
1
�

1
9
8
2
�

1
9
8
3
�

1
9
8
4
�

1
9
8
5
�

1
9
8
6
�

1
9
8
7
�

1
9
8
8
�

1
9
8
9
�

1
9
9
0
�

1
9
9
1
�

1
9
9
2
�

1
9
9
3
�

1
9
9
4
�

1
9
9
5
�

1
9
9
6
�

1
9
9
7
�

1
9
9
8
�

1
9
9
9
�

2
0
0
0
�

2
0
0
1
�

2
0
0
2
�

2
0
0
3
�

2
0
0
4
�

2
0
0
5
�

2
0
0
6
�

2
0
0
7

人　口（釜石市）�

0

2

4

6

8

10

人
口
（
万
人
）
�

19
80
�

19
81
�

19
82
�

19
83
�

19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05



－42－

浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：A 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡イガイの仲間（確認）�
¡ワラジムシ・トビムシ・ヨコエビの
仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B

負荷・海水交換：A

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 山田湾 岩手県�

B

A
B+

C+
C

B+

A

C+

A

B+

A

A

生物組成がＣ判定である。

底層の溶存酸素量に関す

る検査を含めた十分な検

査を実施する必要がある。�

A B C

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

A  B C

C+

B+

A
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A  B C

A B C
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LC＝（　1.0　）�

AC＝（　19　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.06　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.19　）�
LR（T-N）＝（　0.06　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

赤潮は発生して�
いない�

AT＝（　0.02　）�
最近は（増加）傾向�
SD＝（　0.2を上
回らない　）�

FB＝（ 0.9 ）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　1.24　）�
FC＝（　1.7　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　103　）�

9

�



－45－

地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：31.96km2�

¡湾口幅：3.94km�

¡湾内最大水深：90ｍ�

¡リアス式海岸�

¡捕鯨基地として栄えていた（山田町に「鯨と海の科学館」がある）�

¡カキ、ホタテ、ワカメ、コンブの養殖が行われている�

¡イカ、イクラ、ウニの加工品が有名�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡ワラジムシ・トビムシ・ヨコエビの
仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡エビの仲間（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：A

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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不健康な領域�

C0 = 0.2 mg/L
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3定点でH12～16にかけて実施：�
0.2mg/gを上回る定点は無かった�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 万石浦 宮城県�

B

A
B+

C+
C

B

A

C+

A

B+

B+

A

生物組成がＣ判定である。

負荷と滞留のバランス、

底質環境に関する検査が

不十分である。�

A B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

A  B C

A  B C

C+

B+

B+

B

A

A

A

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　23　）�

AW＝（　2.9　）�

PS＝（　0.02　）�

CW＝（　0.1　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.01　）�
最近は（増加）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.9　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.4　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　32　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：7.4km2�

¡湾口幅：0.46km�

¡湾内最大水深：3.9ｍ�

¡海跡湖、汽水域で富栄養湖の湖沼型に分類�

¡小河川が流入するのみ�

¡潮位差は大きい時で2m程度�

¡古くから「奥の海」といわれる景勝地�

¡カキ、ノリの養殖が盛んに行われている�

¡干潮時には潮干狩りが盛んに行われる�

¡古くは製塩業が発達し、塩田跡地も一部残っている�

¡観光拠点として整備が進められている�

気温と降水量（石巻）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡イワガニの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）0
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：A

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 松島湾 宮城県�

B

A
B+

C+
C

B+

A

B

C

B+

A

C+

堆積・分解、除去（漁獲）

がＣ判定であり、堆積・

分解の滞りが生態系の安

定性を脅かしている恐れ

がある。�

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

A B  C

A B C

B

B+

A

B+

A

C+

C

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　39　）�

AW＝（　1.1　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　0.05　）�
LR（T-N）＝（　0.02　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.01　）�
最近は（増加）傾向�

SD＝（　2　）�

FB＝（　0.3　）�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.2　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　19　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：35.3km2�

¡湾口幅：1.7km�

¡湾内最大水深：4ｍ�

¡多数の島々が点在、湾内は浅く水上岩や険礁

が多くある�

¡松島丘陵が沈降してできた溺れ谷�

¡松島カキが有名�

¡史跡が多い�

¡日本三景のひとつに選ばれている�

¡松島町は国際観光モデル地区の指定を受け、日本を代表する国際リゾート地�

¡島巡りの観光船、ヨットや釣りなどのレジャーが楽しめる�

気温と降水量（塩釜）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 気仙沼湾 宮城県�

B

A
B+

C+
C

B

A

C+

C

B

C+

C+

生息組成、生息環境、堆

積・分解、除去（漁獲）

がＣ判定であり、堆積・

分解の滞りによる貧酸素

水の発生が生態系の安定

性を脅かしている恐れが

ある。�

A B  C

A B C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A B C

C+

B

C+

B

A

C+

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.6　）�

AC＝（　36　）�

AW＝（ 1.7 ）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　0.6　）�

LR（COD）＝（　0.14　）�
LR（T-N）＝（　0.04　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.01　）�
最近は（増加）傾向�
SD＝（湾央から湾奥
にかけては泥質）�

FB＝（ 0.6 ）�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　1.5　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　31　）�

12

�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：15.4km2�

¡湾口幅：2.6km�

¡湾内最大水深：29ｍ�

¡リアス式海岸�

¡カツオ、サンマ、マグロ、サメなどの水揚げが有名�

¡気仙沼港は遠洋・沖合漁船の全国一の船籍港�

¡ホヤ、ウニ、アワビ、ノリの養殖が行われている�

¡近年は、海の環境を守ることを目的にカキ業者が中心となり、湾に注ぐ大川上流における植林活動が行われている�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確
認）�

¡ハゼの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�0
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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湾口付近は砂質だが、�
湾央から湾奥にかけては泥質�
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淡水の平均滞留時間（月）�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 志津川湾 宮城県�

B

A
B+

C+
C

B

A

B+

A

B

B+

C+

堆積・分解がＣ判定であ

り、基礎生産や生息空間

のＢ判定との関わりが心

配される。今後注意が必

要である。�

A  B C

A B  C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

A  B C

B+

B

B+

B

A

C+

A

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　26　）�

AW＝（　4.0　）�

PS＝（　0.08　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.10　）�
LR（T-N）＝（　0.03　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（0.0003）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　1.7　）�

FB＝（　1.0　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.9　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　67　）�

13
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：46.8km2�

¡湾口幅：6.6km�

¡湾内最大水深：54ｍ�

¡リアス式海岸�

¡湾内には大小様々な島が存在�

¡古くからノリ、カキ、ワカメ、ホヤ等の養殖が行われる�

¡江戸時代は養蚕の地として栄え、人口も約2万人に達していた�

¡1990年のチリ地震により、甚大な被害を受けた�

気温と降水量（志津川）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 八郎潟 秋田県�

B

A
B+

C+
C

C

－�

B

－�

A

A

－�

データが乏しく、十分な

検査が実施できない。地

元の情報を活かした十分

な一次検査が必要である。�

A B C

A B  C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

B

A

A

C

－�

－�

－�

A B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　－　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.6　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　－　）�

FR＝（　－　）�

TP＝（　1.6　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：27.7km2�

¡湾内最大水深：12ｍ�

¡戦後、食糧増産を目的として干拓工事が行われた�

¡かつては琵琶湖に次いで日本で2番目の広さの汽水湖だった�
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【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

生息空間：A 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認できず）�

¡シジミの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオサ・アオノリの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�

特 に な し �

生物組成：B
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デ ー タ な し �



－67－

物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：－�

除去：－�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 酒田港 山形県�

B

A
B+

C+
C

B

－�

B+

A

C

A

C

生息空間、堆積・分解が

Ｃ判定であり、堆積・分

解の滞りによる影響が生

態系の安定性を脅かして

いる恐れがある。�

A B  C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A  B C

B+

C

A

B

－�

C

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　80　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

－�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　1.3　）�

FB＝（　0.74　）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.67　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡海岸総延長：15km�

¡重要港湾�

¡国土交通省より総合静脈物流拠点港（リサイクルポート）に指定され、全国21ヶ所の静脈物流ネットワーク拠点

に位置づけられている�

¡最上川の舟運より運ばれた紅花や米、各地の特産物が北前船に積まれ、日本海から瀬戸内海を廻って、大坂、さ

らには江戸に運ばれた。�

気温と降水量（酒田）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオサ・アオノリの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：－�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 小名浜港 福島県�

B

A
B+

C+
C

B

C+

A

B

C

B+

A

生息空間、負荷・海水交

換がＣ判定であり、負荷

と滞留のバランスが崩れ

たことによる生態系への

影響が懸念される。�

A  B C

A  B C

A B C

A B C

A B  C

A B C

A  B C

A  B C

A B  C

A

C

B+

B

C+

A

B

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　51　）�

AW＝（　3.8　）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　2.47　）�
LR（T-N）＝（　0.91　）�
LR（T-P）＝（　0.79　）�

－�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.009　）�
最近は（増加）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　1.4　）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　1.0　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　39　）�

16



－73－

地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：3.97km2�

¡湾口幅：1km�

¡湾内最大水深：20ｍ�

¡夏季には沖合で発生した海霧が来襲する�

¡夏井川、鮫川の下流一帯から発達した砂浜か

らなる海岸平野�

¡磐城各藩の納付米を海路で江戸に積み出したことで港の基礎が置かれた�

¡明治以降は常磐炭鉱から産出する石炭を京浜方面に輸送する基地の役割を果たす�

¡終戦後は臨海工業地域が形成され、国際貿易港として発展�

¡サンマ、イワシ、サバなどの水揚げが多い沖合・遠洋漁業基地�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アマモの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡ワカメ・アサクサノリの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：A

負荷・海水交換：C＋�

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 松川浦 福島県�

B

A
B+

C+
C

B+

B+

B

A

B+

B+

A

検査結果は一見すると良

好であるが、底質環境に

関する検査が不十分であ

る。�

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

B

B+

B+

B+

B+

A

A

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　33　）�

AW＝（　3.7　）�

PS＝（　0.5　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.21　）�
LR（T-N）＝（　0.07　）�
LR（T-P）＝（　0.02　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.009　）�
最近は（増加）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　1.2　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.32　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　15　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：6.46km2�

¡湾口幅：0.06km�

¡湾内最大水深：4ｍ�

¡地蔵川、小泉川、宇多川の中小河川が流入�

¡宇多川の堆積作用と外海の侵食作用によりで

きた砂州により外海と隔てられた潟湖�

¡浦の中には大小数十の島が点在している�

¡古くは相馬藩の遊休地として栄えた�

¡ノリ、アサリ、カキ、ハマグリ等の養殖場、特に松川海苔は代表的な水産物�

¡潮干狩りや遊覧観光汽船などにより観光が盛ん�

¡周辺のクロマツと砂浜を背景にした景観は日本百景に選出されている�

気温と降水量（相馬）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アマモの仲間（確認できず）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡褐藻・紅藻の仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：A

負荷・海水交換：B＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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18 鹿島港�

19 東京湾�

20 真野湾�

22 七尾湾�

21 富山湾�

関東・北陸�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 鹿島港 茨城県�

B

A
B+

C+
C

B+

－�

A

B

C+

A

－�

生息空間がＣ判定であり、

負荷・海水交換、堆積・

分解の検査を実施し、十

分な一次検査が必要であ

る。�

A  B C

A  B C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

A B  C

A

C+

A

B+

－�

－�

B

A  B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　100　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

赤潮は発生して
いない�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（ 0.79 ）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.8　）�

TP＝（　0.8　）�
TD＝（　35　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：5.18km2�

¡湾口幅：0.8km�

¡湾内最大水深：22ｍ�

¡鹿島灘の中央よりやや南に位置する�

¡水深はほぼ一定�

¡臨海工業地域地帯の海上輸送基地として昭和44年に開港�

¡大型船舶を対象として作られた掘り込み式港湾�

¡背後には重化学工業関係の工場や石油コンビナートがひかえる�

気温と降水量（鹿島）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アマモの仲間（確認）�
¡カキの仲間（確認）�
¡アサリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：－�

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 東京湾 東京都・神奈川県・千葉県�

B

A
B+

C+
C

C+

C+

C+

C

C

C

C

すべての検査項目がＣ判

定であり、不健康である

可能性が非常に高い。早

急に二次検査が必要であ

る。�

A B C

A B  C

A B C

A B C

A  B C

A B C

A  B C

A B C

A B C

C+

C

C

C+

C+

C

C

A B C

A B C

A B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　87　）�

AW＝（　0.4　）�

PS＝（　1.9　）�

CW＝（　0.55　）�

LR（COD）＝（　0.48　）�
LR（T-N）＝（　0.47　）�
LR（T-P）＝（　0.04　）�

干潟・藻場面積が
ともに減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.03　）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　1以上　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　1.22　）�
FC＝（　1.0　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　4　）�

19
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：1380km2�

¡湾口幅：20.9km�

¡湾内最大水深：700ｍ�

¡背後の大都市や工業地帯から排出される様々

な物質が東京湾にもたらされる�

¡ノリ養殖が盛んで、日本一高価なノリを生産している�

¡背後には京浜・京葉工業地帯がひかえる�

¡今後、CODに加えて窒素・リンを対象とした水質総量規制が予定されている�

気温と降水量（東京）�
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人　口（東京都）�

0

3

6

9

12

15

人
口
（
百
万
人
）
�

1
9
6
1
�

1
9
6
2
�

1
9
6
3
�

1
9
6
4
�

1
9
6
5
�

1
9
6
6
�

1
9
6
7
�

1
9
6
8
�

1
9
6
9
�

1
9
7
0
�

1
9
7
1
�

1
9
7
2
�

1
9
7
3
�

1
9
7
4
�

1
9
7
5
�

1
9
7
6
�

1
9
7
7
�

1
9
7
8
�

1
9
7
9
�

1
9
8
0
�

1
9
8
1
�

1
9
8
2
�

1
9
8
3
�

1
9
8
4
�

1
9
8
5
�

1
9
8
6
�

1
9
8
7
�

1
9
8
8
�

1
9
8
9
�

1
9
9
0
�

1
9
9
1
�

1
9
9
2
�

1
9
9
3
�

1
9
9
4
�

1
9
9
5
�

1
9
9
6
�

1
9
9
7
�

1
9
9
8
�

1
9
9
9
�

2
0
0
0
�

2
0
0
1
�

2
0
0
2
�

2
0
0
3
�

2
0
0
4
�

2
0
0
5
�

2
0
0
6
�

2
0
0
7
�

2
0
0
8



－88－

浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：C

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認できず）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：C

負荷・海水交換：C＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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潮位振幅（ｃｍ）� 東京�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 真野湾 新潟県�

B

A
B+

C+
C

B

－�

C+

A

B

A

A

生物組成がＣ判定であり、

負荷・海水交換、貧酸素

水に関連する検査を実施

し、健康状態を明らかに

する必要がある。�

A  B C

A B C

A B  C

A B  C

A B  C

A B C

A B C

A B C

A  B C

C+

B

A

B

－�

A

A

A B  C

A B C

A  B C

A  B C

LC＝（　0.4　）�

AC＝（　40　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.02　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　細砂が
中心　）�

FB＝（ 1.0 ）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　0.82　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　21　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：51.89km2�

¡湾口幅：6.81km�

¡湾内最大水深：39ｍ�

¡対馬暖流の影響を強く受ける�

¡気温が比較的高く、積雪も少ない�

¡石田川、国府川、小川内川などが流入してい

る�

¡トライアスロン佐渡大会のメイン会場となっている�

¡栽培漁業センターがあり、ヒラメやサザエなどの養殖事業が行われている�

気温と降水量（両津）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認
できず）�

¡ホヤの仲間（確認できず）�
¡ハゼの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：A

負荷・海水交換：－�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 富山湾 富山県�

B

A
B+

C+
C

C

C+

B

B

C+

A

A

生息空間、基礎生産、負

荷・海水交換がＣ判定で

あり、今後生態系の安定

性を脅かす恐れがあり、

注意が必要である。�

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B  C

A  B C

A B  C

B

C+

A

C

C+

A

B

A B C

A  B C

A  B C

A  B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　82　）�

AW＝（　4.5　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　1.09　）�
LR（T-N）＝（　0.39　）�
LR（T-P）＝（　0.06　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（ 0.01 ）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　<0.2　）�

FB＝（ 0.9 ）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　1.36　）�

TP＝（　－　）�

21
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約2100km2�

¡最大深度：1250m�

¡海岸線延長：95km�

¡急深な海底地形が特徴�

¡海底谷にはシラエビの世界で唯一の漁場�

¡水深の深い富山湾では、北前船などの時代から港湾が栄えており、今でも伏木富山港は日本海側を代表する港湾

としてロシアとの木材や中古車などの交易が行われている。�

¡海洋深層水の取水や利用も進められている。�

気温と降水量（富山）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオサ・アオノリの仲間（確認）�
¡コンブ・ワカメ・アマノリの仲間
（確認できず）�

¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C

堆積・分解：A

負荷・海水交換：C＋�

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 七尾湾 石川県�

B

A
B+

C+
C

B

B

B+

C

C+

A

C

生息空間、堆積・分解、

除去（漁獲）がＣ判定で

あり、貧酸素水に関連す

る検査を実施する必要が

ある。�

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

B+

C+

A

B

B

C

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　73　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.27　）�
LR（T-N）＝（　0.08　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ － ）�

SD＝（西湾には砂や
泥の場所が多い）�

FB＝（ 0.4 ）�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　0.3　）�

TP＝（　－　）�

22
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：182.92km2�

¡湾口幅：11.58km�

¡湾内最大水深：58ｍ�

¡大谷川、熊木川などが流入している�

¡和倉温泉を中心に観光やヨットレースなどのイベントが盛んになっている�

¡農林、水産、工業、商業、観光などの産業がほぼ均衡的に形成されている�

気温と降水量（七尾）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニナの仲間（確認）�
¡カキの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：B

除去：C

底生系魚介類の推移�
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25 小浜湾�

26 浜名湖�

27 沼津湾�
28 折戸湾�

29 三河湾�

30 伊勢湾�

31 尾鷲湾�

32 新鹿湾�

34 英虞湾�

33 五ヶ所湾�

35 舞鶴湾�

36 阿蘇海及び宮津湾�
24 矢代湾�

23 敦賀湾�

近畿・中部�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 敦賀湾 福井県�

B

A
B+

C+
C

B

B+

C+

A

B

A

A

生物組成がＣ判定であり、

生息空間や基礎生産も要

注意である。引き続き健

康状態を見守る必要があ

る。�

A  B C

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

C+

B

A

B

B+

A

A

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

LC＝（　0.6　）�

AC＝（　20.6　）�

AW＝（　5.6　）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　0.0　）�

LR（COD）＝（　0.14　）�
LR（T-N）＝（　0.05　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　0.05　）�

FB＝（　0.79　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.7　）�

TP＝（　－　）�
TD＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：57.8km2�

¡湾口幅：7.3km�

¡湾内最大水深：51ｍ�

¡沖合を対馬暖流が流れる�

¡黒河川が流入している�

¡古代・中世にかけて都と北国を結ぶ交通の要衝だった�

¡伝統産業は昆布加工（おぼろ昆布）が有名で全国シェアの80％以上を占める�

¡ロシア、韓国、中国、オーストラリアなどとの貿易が盛ん�

¡日本三大松原である気比の松原がある�

気温と降水量（敦賀）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡カキの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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生物組成：C＋�
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8定点でH13.5～14.3にかけて年6回実施：�
DOは5.6～10.7mg/Lの範囲であった。�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：A

負荷・海水交換：B＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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8定点でH13.5～14.3にかけて年6回実施：�
DOは5.6～10.7mg/Lの範囲であった。�

デ ー タ な し �
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 矢代湾 福井県�

B

A
B+

C+
C

B+

B

B+

A

B

－�

A

生息環境、堆積・分解に

関する十分な一次検査が

必要である。�

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A B  C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

B+

B

－�

B+

B

A

A

A  B C

A B C

A B C

A  B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　21　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　－　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.26　）�
LR（T-N）＝（　0.07　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

赤潮は発生して
いない�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�
SD＝（　ほぼ全
域が砂質　）�

FB＝（　1.0　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.5　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　41　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：15.68km2�

¡湾口幅：3.57km�

¡湾内最大水深：43ｍ�

¡沖合を対馬暖流が流れる�

¡古代から日本海を隔てた対岸諸国との交易が開けていた�

¡伝統産業は若狭メノウ細工、若狭和紙、若狭瓦など�

¡古代は「御食国（みけつくに）」、現在は関西の台所と呼ばれ、水産業は長い歴史をもっている�

¡特産品は「小鯛の笹漬け」、トラフグの養殖に力を入れている�

¡海洋観光地として京阪神からの観光客も多い�

気温と降水量（小浜）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：－�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡カキの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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デ ー タ な し �
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：A

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�
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不健康な領域� 不健康な領域�
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淡水の平均滞留時間（月）�

淡水の平均滞留時間（月）�
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ほぼ全域が砂質�

デ ー タ な し �
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 小浜湾 福井県�

B

A
B+

C+
C

C

B

B+

A

B

A

C

基礎生産、堆積・分解が

Ｃ判定であり、貧酸素水

に関連する検査を含めた

十分な一次検査を実施す

る必要がある。�

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

B+

B

A

C

B

C

A

A B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　24　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.24　）�
LR（T-N）＝（　0.07　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�
SD＝（　湾奥で
は泥質　）�

FB＝（　1.0　）�
最近は（横這い）

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.5　）�

TP＝（　0.7　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：58.7km2�

¡湾口幅：2.4km�

¡湾内最大水深：35ｍ�

¡リアス式海岸�

¡沖合を対馬暖流が流れる�

¡古代から日本海側屈指の要港として栄えた�

¡陸揚げされた大陸文化や各地の物産は鯖街道などを経て近江や京都、奈良へもたらされた�

¡伝統産業は若狭メノウ細工、若狭和紙、若狭瓦など�

¡特産品は「小鯛の笹漬け」、トラフグの養殖に力を入れている�

¡海洋観光地として京阪神からの観光客も多い�

気温と降水量（小浜）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡カキの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C

堆積・分解：C

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�
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淡水の平均滞留時間（月）�

不健康な領域� 不健康な領域�

不健康な領域�

淡水の平均滞留時間（月）�

淡水の平均滞留時間（月）�

C0 = 0.2 mg/L
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デ ー タ な し �

湾奥では泥質�

平成9年から11年にかけて毎年赤潮を確認�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 浜名湖 静岡県�

B

A
B+

C+
C

B

C

A

B

A

B+

C

負荷・海水交換の変化に

よって堆積・分解に問題

が起きていることが考え

られる。生態系の安定性

が損なわれないように継

続した検査が必要である。�

A  B C

A  B C

A  B C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

A B  C

A

A

B+

B

C

C

B

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　0　）�

AW＝（0.5未満）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.79　）�
LR（T-N）＝（　0.36　）�
LR（T-P）＝（　0.23　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.06 ）�

SD＝（1.0以上）�

FB＝（ 1.0 ）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　1.0　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　47　）�

26

�



－117－

地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：72.3km2�

¡湾口幅：0.2km�

¡湾内最大水深：166ｍ�

¡遠州灘に開いている汽水湖�

¡屈折した入り江が多い�

¡古くから圏域の人々の暮らし、生業、交通、文化と密接に関わってきた�

¡ノリ、カキ、ウナギ、スッポン等の養殖漁業、アサリ、クルマエビ等の栽培漁業が行われている�

¡周辺にはマリーナやホテルが多くあり、マリンスポーツも盛んである�

気温と降水量（浜松）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：A 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カキの仲間（確認）�
¡アサリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡イワガニの仲間（確認）�
¡アオサの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：C

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 沼津湾 静岡県�

B

A
B+

C+
C

B

B

B

A

C+

A

－�

生息空間がＣ判定であり、

負荷と滞留のバランスや

堆積・分解の検査を含め

た十分な一次検査を実施

する必要がある。�

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A  B C

B

C+

A

B

B

－�

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　57　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.01　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　1.2　）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　2.9　）�

TP＝（　0.8　）�
TD＝（　150　）�

27



－121－

地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約100km2�

¡湾内最大水深：約100～200ｍ�

¡駿河湾の湾奥に位置する�

¡釣りなどが盛んに行われている�

気温と降水量（三島）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡カキの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡イソガニの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 折戸湾 静岡県�

B

A
B+

C+
C

B+

C

C+

C

C+

A

C

生息環境、基礎生産を除

くすべての項目がＣ判定

であり、不健康である可

能性が高い。貧酸素水の

状況を踏まえた一次検査

を実施する必要がある。�

A B C

A  B C

A  B C

A B C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B C

C+

C+

A

B+

C

C

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　81　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（51.73）�
LR（T-N）＝（　9.46　）�
LR（T-P）＝（　1.59　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.1 ）�

SD＝（　2.5　）�

FB＝（ 0.2 ）�

FR＝（　0.6　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　10　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約15km2�

¡湾内最大水深：50ｍ以浅�

¡駿河湾の湾奥に位置する�

¡三保の松原や海水浴場があり、観光やマリンレジャーが盛んである。�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡カキの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡イソガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C

負荷・海水交換：C

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 三河湾 愛知県�

B

A
B+

C+
C

C+

B+

A

A

C

C+

C+

生息空間、生息環境、基

礎生産、堆積・分解がＣ

判定であり、底層に問題

が多い。引き続き健康状

態を見守る必要がある。�

A  B C

A  B C

A B C

A B C

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A

C

C+

C+

B+

C+

A

A B C

A B  C

A B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　82　）�

AW＝（　1.9　）�

PS＝（　6.0　）�

CW＝（　0.3　）�

LR（COD）＝（　0.22　）�
LR（T-N）＝（　0.11　）�
LR（T-P）＝（　0.006　）�

干潟・藻場面積
がともに減少�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（増加）傾向�

SD＝（　1.4　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.7　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　49　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：604km2�

¡湾口幅：7km�

¡湾内最大水深：30ｍ�

¡日本最大級の内湾�

¡外海水との水交換が悪く、汚濁物質が蓄積し

やすい�

¡多種多様な漁業が行われている�

¡アサリは全国一の生産量を誇る�

¡湾奥には、日本工業の中心である自動車産業を支える、国際、国内の物流拠点港湾、工業拠点港湾である三河港

がある�

¡三河湾では水質改善を目的とした干潟・浅場造成が行われている�

気温と降水量（豊橋）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�

0

20

40

60

80

100

鉛（1990・1991）で高い調査点あり�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：B＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 伊勢湾 愛知県・三重県�

B

A
B+

C+
C

C+

A

A

C

C

C+

B

生息空間、生息環境、基

礎生産、除去（漁獲）が

Ｃ判定であり、不健康で

ある可能性が高い。�

A  B C

A  B C

A B C

A B C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A B C

A

C

C+

C+

A

B

C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　71　）�

AW＝（　0.7　）�

PS＝（　1.5　）�

CW＝（　0.4　）�

LR（COD）＝（　0.10　）�
LR（T-N）＝（　0.05　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積が
ともに減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.03　）�
最近は（増加）傾向�

SD＝（　0.5　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.9　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　26　）�

30



－133－

地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：2130km2�

¡湾口幅：34.7km�

¡湾内最大水深：49ｍ�

¡日本最大級の内湾�

¡外海水との水交換が悪く、汚濁物質が蓄積し

やすい�

¡多種多様な漁業が行われている�

¡名古屋・四日市を中心とした中京工業地帯が背後に存在する�

気温と降水量（名古屋）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
¡アマモの仲間（確認）�
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高い調査点あり�

生物組成：A
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：B

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 尾鷲湾 三重県�

B

A
B+

C+
C

B

A

C+

C

A

B+

B+

生物組成、除去（漁獲）

がＣ判定であり、生態系

への影響が懸念される。�

A B C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

A  B C

A B C

C+

A

B+

B

A

B+

C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　18　）�

AW＝（　4.7　）�

PS＝（　0.8　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　0.06　）�
LR（T-N）＝（　0.02　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.009 ）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（　底質は
砂泥質　）�

FB＝（ 0.5 ）�

FR＝（　0.3　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　62　）�

31
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：19.65km2�

¡湾口幅：2.6km�

¡湾内最大水深：58ｍ�

¡リアス式海岸�

¡河川を通じての陸域からの汚濁物質の流入や

魚類養殖の給餌により、水質悪化が進んでい

る�

¡水産業と林業が有力な産業�

¡漁協等でトラフグの中間育成を行い、天然海域に放流している�

¡湾奥には火力発電所があり、温排水が放流されている�

気温と降水量（尾鷲）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：A 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B＋�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 新鹿湾 三重県�

B

A
B+

C+
C

B

A

B+

C

A

－�

－�

データが乏しく、十分な

検査が実施できない。地

元の情報を活かして十分

な一次検査を実施する必

要がある。�

A  B C

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

A B C

A  B C

A B C

A B C

B+

A

－�

B

A

－�

C

A B  C

A B C

A B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　7　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　－　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.009 ）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（ 0.4 ）�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.7　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：5.43km2�

¡湾口幅：2.26km�

¡湾内最大水深：47ｍ�

¡リアス式海岸�

¡沖合には黒潮が流れる温暖多湿の海域�

¡日本でも有数の多雨地帯�

¡湾内には湊川、里川など３川が流入�

¡新鹿の沖には南海トラフがあり、50～100年に一度の割合でＭ８クラスの地震が生じ、大津波が集落を襲った歴

史がある�

¡二木島ではタイの養殖も行われている�

¡水産業以外には稲作や林業が盛ん�

¡新鹿海水浴場は日本の水浴場88選にも選ばれている�

気温と降水量（尾鷲）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：A 生息環境：－�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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潮位振幅（ｃｍ）� 尾鷲�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 五ヶ所湾 三重県�

B

A
B+

C+
C

C+

A

A

A

B+

C+

C+

生息環境、基礎生産、堆

積・分解がＣ判定であり、

今後生態系の安定性への

影響が懸念される。�

A  B C

A  B C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

A
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C+
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C+

A

A B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　31　）�

AW＝（　2.1　）�

PS＝（　0.09　）�

CW＝（　0.57　）�

LR（COD）＝（　0.02　）�
LR（T-N）＝（　0.01　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（ 0.009 ）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（ヘドロが
たまっている）�

FB＝（ 1.1 ）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.2　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　44　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：22.2km2�

¡湾口幅：2.6km�

¡湾内最大水深：27ｍ�

¡リアス式海岸�

¡五ヶ所浦、船越浦、迫間浦の３支湾に分かれ

ている�

¡伊勢寺川、五ヶ所川、神津佐川が流入�

¡真珠養殖に従事する漁家が最も多い�

¡湾奥一帯では柑橘類の栽培が盛ん�

¡湾内には定置網や真珠の養殖施設がある�

¡波静かな湾内にはマリーナ等のリゾート施設が作られている�

気温と降水量（南伊勢）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 英虞湾 三重県�

B

A
B+

C+
C

B

B+

B+

A

B+

C+

B

生息環境がＣ判定であり、

底層環境の不健康さが心

配される。�

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

B+

B+

C+

B

B+

B

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　40　）�

AW＝（　1.1　）�

PS＝（　0.7　）�

CW＝（　1.0　）�

LR（COD）＝（　0.42　）�
LR（T-N）＝（　0.13　）�
LR（T-P）＝（　0.03　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.009 ）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（ 0.9 ）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.7　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　97　）�

34
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：42.23km2�

¡湾口幅：5.7km�

¡湾内最大水深：37ｍ�

¡リアス式海岸�

¡昔からアコヤ貝の天然真珠の有名な産地�

¡真珠の養殖が日本で初めて行われた場所�

¡観光拠点としても有名�

¡湾内の環境改善を目指して底泥の浚渫と浚渫処理土を利用した人工干潟造成の計画が進められている�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B

負荷・海水交換：B＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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潮位振幅（ｃｍ）� 尾鷲�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 舞鶴湾 京都府�

B

A
B+

C+
C

B+

C+

B+

A

B+

A

C+

負荷・海水交換、堆積・

分解がＣ判定であり、負

荷と滞留のバランスの崩

れによる底質環境の悪化

が考えられる。�

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

A B C

A  B C

A  B C

A  B C

B+

B+

A

B+

C+

C+

A

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　40　）�

AW＝（　5.8　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　0.64　）�
LR（T-N）＝（　0.21　）�
LR（T-P）＝（　0.03　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（　海底は
砂泥及び泥　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.6　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　4　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：22.87km2�

¡湾口幅：2.7km�

¡湾内最大水深：30ｍ�

¡春・夏はフェーン現象が起こりやすい、冬は

対馬暖流の影響で気温は比較的高いが雪は多

い�

¡リアス式海岸�

¡戦後は重要港湾指定以来、近畿国分の港湾流通の拠点として都市が発展�

¡水産業、臨界性工業が伝統的に盛んである�

¡特産品としてはトリガイ�

¡五老ヶ岳から眺める湾の風景は、近畿百景第１位に選ばれている�

気温と降水量（舞鶴）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオサ・アオノリの仲間（確認）�
¡コンブ・ワカメ・アマノリの仲間
（確認）�

¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：C＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 阿蘇海および宮津湾 京都府�

B

A
B+

C+
C

B+

B+

C+

C

B

C+

C+

生息環境、堆積・分解、

除去（漁獲）など底層を

対象とした検査がＣ判定

であり、これらの生態系

への影響が今後懸念され

る。�
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LC＝（　1.0　）�

AC＝（　42　）�

AW＝（　0.5　）�

PS＝（　0.7　）�

CW＝（　0.6　）�

LR（COD）＝（　0.56　）�
LR（T-N）＝（　0.16　）�
LR（T-P）＝（　0.04　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（　底質は
泥質　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　0.7　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　5　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：26.08km2�

¡湾口幅：2.5km�

¡湾内最大水深：30ｍ�

¡阿蘇海に流入する野田川の水質悪化に伴い水

質悪化が進んだ�

¡水産業が盛んなほか、天橋立を核とする観光業にも力を入れている�

¡近年は阿蘇海への水道を利用したトリガイの栽培漁業やアカアマダイの種苗生産を推進している�

¡特産品としては阿蘇海の「金太郎イワシ」�

¡天橋立は日本三景のひとつで、室町時代には足利義満がこの眺望を「宇宙の玄妙」と讃えた�

気温と降水量（宮津）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオサ・アオノリの仲間（確認）�
¡コンブ・ワカメ・アマノリの仲間
（確認）�

¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：B＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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中国・四国�

37 久美浜湾�

38 大阪湾�
39 相生湾�

40 田辺湾�

41 中海・宍道湖�

42 児島湾�

43 広島湾�

44 三津湾�
45 仙崎湾�

46 小松島湾�

47 坂出港�

48 志度湾�
49 多度津港�

50 宇和島湾�

52 須崎湾�53 宿毛湾�

51 浦戸湾�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 久美浜湾 京都府�

B

A
B+

C+
C

B+

B+

B+

B

B+

C+

B

生息環境がＣ判定であり、

貧酸素水による生態系へ

の影響が今後懸念される。�

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

B+

B+

C+

B+

B+

B

B

A B  C

A B C

A  B C

A B  C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　40　）�

AW＝（　0.7　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0.7　）�

LR（COD）＝（　0.47　）�
LR（T-N）＝（　0.12　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（　底質は
主に砂泥質　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.8　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　17　）�

37
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：6.93km2�

¡湾口幅：0.05km�

¡湾内最大水深：20ｍ�

¡日本海と砂嘴によって隔てられた内湾�

¡湾内には佐濃谷川、川上谷川、栃谷川が流入

しており、水質悪化が進んでいる�

¡かつては日本と大陸との交流拠点となる国際港として発展した�

¡湾岸には如意寺、本願寺などの史跡がある�

¡湾内ではカキ養殖やコノシロ、シラウオの漁獲が有名、特産品はこのしろ寿しなど�

¡海水浴場として親しまれ、現在はウィンドサーフィンやゴルフ等の観光レジャーも発展している�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオサ・アオノリの仲間（確認）�
¡コンブ・ワカメ・アマノリの仲間
（確認）�

¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：B

負荷・海水交換：B＋�

除去：B

底生系魚介類の推移�
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1991年にGymnodinium catenatum�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 大阪湾 大阪府・兵庫県�

B

A
B+

C+
C

C+

C+

B+

A

C+

C+

C

生物組成、除去（漁獲）

を除くすべての項目がＣ

判定であり、不健康であ

る可能性が高い。早急に

二次検査を実施する必要

がある。�

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A  B C

B+

C+

C+

C+

C+

C

A

A B C

A B  C

A B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　87　）�

AW＝（　0.5未満　）�

PS＝（　1.7　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.68　）�
LR（T-N）＝（ 0.58　）�
LR（T-P）＝（　0.05　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.01　）�
最近は（減少）傾向�
SD＝（ 海底に軟
泥が厚く堆積 ）�

FB＝（　0.73　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.6　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　51　）�

38
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約1500km2�

¡平均水深：28m�

¡淡路島北端の明石海峡から紀淡海峡に至る楕

円形の海域湾�

¡湾岸は阪神工業地帯を形成して、コンビナートや重工業の工場なども数多くある。�

¡江戸時代には大坂や兵庫津などの港が繁栄して北前船・樽廻船・菱垣廻船などが経済の中心地となった大坂と全

国とを結んだ。�

気温と降水量（大阪）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カキの仲間（確認）�
¡アサリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡イワガニの仲間（確認）�
¡アオサの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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H16年の調査で�
22調査点中6点で貧酸素化�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：C

負荷・海水交換：C＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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不健康な領域�

 LR（COD）= 0.2 mg/L  LR（T－N）= 0.2 mg/L

 LR（T－P）= 0.02 mg/L

潮位振幅（ｃｍ）� 大阪�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 相生湾 兵庫県�

B

A
B+

C+
C

－�

－�

C+

C

C+

－�

－�

生物組成、生息空間、除

去（分解）がＣ判定であ

り、貧酸素水に関連する

検査を含めた十分な一次

検査を実施する必要があ

る。�

A B C

A  B C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

C+

C+

－�

－�

－�

－�

C

A B C

A B C

A B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　64　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　－　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

－�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（ 0.6 ）�

FR＝（　1.25　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約5km2�

¡瀬戸内海の湾の中でも特にいりくんだ地形�

¡相生湾岸は永く日本有数の造船地帯であった�

¡岸には火力発電所や工場がある�

気温と降水量（姫路）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：－�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡カキの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡イソガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：－�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：－�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 田辺湾 和歌山県�

B

A
B+

C+
C

C

A

B+

A

B+

B+

C+

基礎生産の変化による堆

積・分解の変化が考えら

れる。負荷と滞留のバラ

ンスを考慮した十分な検

査を実施する必要がある。�

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A  B C

A  B C

A  B C

B+

B+

B+

C

A

C+

A

A B C

A  B C

A B  C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　31　）�

AW＝（　4.5　）�

PS＝（　0.9　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（ 0.02 ）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（湾の深い
ところは泥質）�

FB＝（ 0.9 ）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.9　）�

TP＝（　1.3　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：17.95km2�

¡湾口幅：4.05km�

¡湾内最大水深：28ｍ�

¡沿岸の黒潮の影響を受ける�

¡湾奥の支湾では河川や養殖業、生活排水によ

る影響がある�

¡梅、みかんに代表される農業や黒潮の恩恵を受けた漁業が地場産業�

¡ハマチや貝類の養殖が行われている�

¡マリンスポーツが盛んであり、観光も基幹産業になっている�

気温と降水量（白浜）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡シオマネキの仲間（確認）�
¡ムツゴロウ・トビハゼの仲間（確
認）�

¡ハゼの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認できず）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�0
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生物組成：B＋�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 中海・宍道湖 島根県・鳥取県�

B

A
B+

C+
C

B

B

C+

A

C

C

C

基礎生産、負荷・海水交

換、除去（漁獲）を除く

すべての項目がＣ判定で

あり、不健康である可能

性が高い。透明度の変化

を踏まえた十分な検査を

実施する必要がある。�

A B C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

C+

C

C

B

B

C

A

A B  C

A B C

A B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（90以上）�

AW＝（　0.3　）�

PS＝（　3.2　）�

CW＝（　0.5　）�

LR（COD）＝（　0.91　）�
LR（T-N）＝（　0.27　）�
LR（T-P）＝（ 0.017 ）�

－�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（ 0.01 ）�
最近は（減少）傾向�
  SD＝�

（　5.0以上　）�

FB＝（　1.1　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.204　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：173km2�

¡平均水深：約5ｍ�

¡島根県東部に位置する汽水湖�

¡主に水産、観光・レクリエーションなどに利用�

¡魚介類による宍道湖七珍（しっちん）料理は有名な郷土料理�

¡ウィンドサーフィンや水上スキーなどのスポーツや釣りなどのレクリエーションの場としても利用�

気温と降水量（松江）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：C

¡カキの仲間（確認）�
¡シジミの仲間（確認）�
¡アオサの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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デ ー タ な し �

人工海岸が90％以上�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�
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不健康な領域� 不健康な領域�

不健康な領域�

 LR（COD）= 0.2 mg/L
 LR（T－N）= 0.2 mg/L

 LR（T－P）= 0.02 mg/L
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 児島湾 岡山県�

B

A
B+

C+
C

B

B+

C+

C

C+

A

C

生物組成、生息空間、堆

積・分解、除去（漁獲）

がＣ判定であり、貧酸素

水に関する検査を踏まえ

た十分な検査を実施する

必要がある。�

A B C

A B  C

A  B C

A B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

C+

C+

A

B

B+

C

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　50　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.2　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.16　）�
LR（T-N）＝（　0.06　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�
SD＝�

（　1.0以上　）�

FB＝（ 0.6 ）�

FR＝（　0.3　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　23　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：10km2�

¡平均水深：約5ｍ�

¡西側の一部は締切堤防によって淡水湖となっ

た�

¡奈良時代から始まった干拓と自然の堆積によって倉敷市・早島町方面は江戸時代初めには陸続きになり、東側に

児島湾ができた�

¡江戸時代以降、干拓が進められ児島湾はさらに小さくなった�

気温と降水量（岡山）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡カキの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡アオサの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：B＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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不健康な領域�
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 LR（T－P）= 0.02 mg/L
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 広島湾 広島県�

B

A
B+

C+
C

C+

B

B+

A

C

B+

C+

生息空間、基礎生産、堆

積・分解がＣ判定であり、

今後生態系の安定性への

影響が懸念される。�

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A B  C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

B+

C

B+

C+

B

C+

A

A B C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　55　）�

AW＝（　1.8　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.23　）�
LR（T-N）＝（　0.06　）�
LR（T-P）＝（　0.04　）�

干潟・藻場面積が
ともに減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�
SD＝（泥分が90％
以上の場所がある）�

FB＝（　0.79　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　22　）�

43
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約1500km2�

¡平均水深：28m�

¡広島県南岸に位置する�

¡小さな島が多く、一部がリアス式海岸�

¡牡蠣の養殖が盛ん�

¡瀬戸内工業地域に位置し、造船・鉄鋼業が盛ん�

¡広島港では、工業原料の輸入、製品の輸出が行われる �

¡世界遺産の厳島神社がある。（日本三景では安芸の宮島）�

気温と降水量（広島）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カキの仲間（確認）�
¡アサリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認できず）�
¡イワガニの仲間（確認）�
¡アオサの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�

0

4

8

12

16

20

赤
潮
の
発
生
件
数（
件
）
�

0

2

4

6

8

10

漁
獲
量
（
百
ト
ン
）
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05
�

20
06

泥分が90％以上の場所がある�

不健康な領域� 不健康な領域�

不健康な領域�

 LR（COD）= 0.2 mg/L

 LR（T－N）= 0.2 mg/L

 LR（T－P）= 0.02 mg/L

潮位振幅（ｃｍ）� 広島�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 三津湾 広島県�

B

A
B+

C+
C

B+

B

A

B

C+

A

－�

生息空間がＣ判定であり、

貧酸素水に関する検査な

どを踏まえた十分な検査

を実施する必要がある。�

A  B C

A  B C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

A

C+

A

B+

B

－�

B

A  B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　82　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.04　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

赤潮は発生して
いない�

AT＝（　0.008　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　1.1　）�
最近は（減少）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　43　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約25km2�

¡平均水深：約10ｍ�

¡瀬戸内海の中央部に位置�

¡三津湾に臨む安芸津町は、江戸時代は米の集散地�

¡大和・奈良時代から天然の良港として瀬戸内海の海運の拠点�

気温と降水量（竹原）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡カキの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡アオサの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：B

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 仙崎湾 山口県�

B

A
B+

C+
C

B+

B

A

A

B+

A

－�

検査結果は一見すると良

好であるが、貧酸素水に

関する検査や堆積・分解

に関する検査が不十分で

ある。�

A  B C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A  B C

A

B+

A

B+

B

－�

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　34　）�

AW＝（　ー　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.31　）�
LR（T-N）＝（　0.10　）�
LR（T-P）＝（　0.02　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.8　）�

最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.8　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　3　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：27.22km2�

¡湾口幅：2.99km�

¡湾内最大水深：37ｍ�

¡冬季に季節風に影響を受けるが内陸に比べて

暖かい�

¡降雪は少ない�

¡流入河川は三隅川�

¡捕鯨が盛んだった海域、くじら資料館があり古代捕鯨と漁民達の歴史がわかる�

¡カキ、ワカメ、アオノリなどの品質が良いことで有名�

¡山口県有数のかまぼこの産地�

¡青海島の景観資源を核とする観光地�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確
認）�

¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 小松島湾 徳島県�

B

A
B+

C+
C

C+

C

B+

C

C+

A

－�

物質循環の円滑さに関わ

るすべての項目がＣ判定

である。今後堆積・分解

や貧酸素水に関する検査

を含めた十分な検査を実

施する必要がある。�

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

B+

C+

A

C+

C

－�

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　91　）�

AW＝（　ー　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.055　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.5　）�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.4　）�

TP＝（　1.24　）�
TD＝（　87　）�

46
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約10km2�

¡湾曲した扇型で比較的緩やかな海底地形�

¡古来より波静かな良港とうたわれ、徳島県の玄関口、海運の要所�

¡小松島市は「義経伝説」が残る地でもある�

気温と降水量（徳島）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確
認）�

¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：C

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 坂出港 香川県�

B

A
B+

C+
C

C+

B

C+

C

C+

A

－�

生物組成、生息空間、基

礎生産、除去（漁獲）が

Ｃ判定であり、負荷と滞

留のバランスや貧酸素水

に関する検査などを踏ま

えた十分な検査を実施す

る必要がある。�

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

A B  C

A B C

A B C

C+

C+

A

C+

B

－�

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.6　）�

AC＝（　86　）�

AW＝（　ー　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.5　）�

FR＝（　0.85　）�
FC＝（　0.3　）�

TP＝（　1.22　）�
TD＝（　80　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡香川県のほぼ中央に位置�

¡東西約3.5kmの海岸幅を有している�

¡江戸時代より塩の積出港として栄えた�

¡昭和初期には岸壁も整備されて近代的な商港として繁栄し，昭和２６年に重要港湾に指定�

気温と降水量（高松）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認
できず）�

¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 志度湾 香川県�

B

A
B+

C+
C

B+

B

A

A

B

A

－�

検査結果は一見すると良

好であるが、負荷と滞留

のバランスや貧酸素水に

関する検査が不十分であ

る。�

A  B C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

A  B C

A

B

A

B+

B

－�

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　33　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.0　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　0.9　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　1　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡香川県の東北部に位置�

¡中央部を鴨部川が北流する�

¡産業は主として米・麦およびブドウ・桃・ミカンなどの農業と、小田の遠洋漁業に支えられ、特産に、明治以来

作り続けられている�

気温と降水量（高松）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオノリ・アオサの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 多度津港 香川県�

B

A
B+

C+
C

B

B

B+

C

C+

－�

－�

データが乏しく、十分な

検査が実施できない。地

元の情報を活かして十分

な一次検査を実施する必

要がある。�

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B  C

A B C

A B C

B+

C+

－�

B

B

－�

C

A B  C

A B C

A B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　61　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　－　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.03　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.5　）�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.3　）�

TP＝（　－　）�

49
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡香川県の中部に位置�

¡平均水深：6m

¡多度津港を中心にフェリーが多く出ている。�

¡映画「二十四の瞳」のロケがあって、この付近で撮影をした。�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：－�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アオノリ・アオサの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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デ ー タ な し �
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：C

底生系魚介類の推移�
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H11年に赤潮発生を確認�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 宇和島湾 愛媛県�

B

A
B+

C+
C

C+

A

B+

C

B+

A

－�

基礎生産・除去（漁獲）

がＣ判定であり、負荷と

滞留のバランスや堆積・

分解に関する検査などを

踏まえた十分な検査を実

施する必要がある。�

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

A B C

B+

B+

A

C+

A

－�

C

A B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　42　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.009　）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.3　）�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　79　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：約40km2�

¡西側は宇和海に面し、それ以外の三方は山地

に囲まれている�

¡リアス式海岸が広がり、加えて離島もあり、

漁港の数では全国有数である。�

¡リアス式海岸を生かして、養殖水産業（真珠、ハマチなどの魚類）が発達し、稚魚・餌料供給、資材供給などの

関連産業も発達�

¡かつては、愛媛県の真珠養殖日本一の中心的存在となったほか、鯛類養殖では周辺地域も含めると日本一の産地�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 浦戸湾 高知県�

B

A
B+

C+
C

B+

－�

B+

C

C+

A

－�

生息空間、除去（漁獲）

がＣ判定であり、負荷と

滞留のバランスや堆積・

分解に関する検査などを

踏まえた十分な検査を実

施する必要がある。�

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

A  B C

A B C

A B C

A B C

A B C

B+

C+

A

B+

－�

－�

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　66　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.4　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　0.6　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　5　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

¡面積：7km2�

¡湾口幅：0.25km�

¡湾内最大水深：22ｍ�

¡国分川、舟入川、下田川、久万川、江ノ口川、

鏡川、新川川の主要７河川が流入している�

¡20年程前までは、汚染源はパルプ廃液を主とする工場排水だった。現在は汚れの原因の80％以上が家庭排水によ

るものと考えられている。�

¡高知港は阪神地区と南四国を結ぶ海の玄関口として機能している天然の良港�

¡湾口部の桂浜、湾奥部の「はりまや橋」が観光スポットとして有名�

気温と降水量（高知）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡カキの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：－�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 須崎湾 高知県�

B

A
B+

C+
C

B

－�

C

C

B+

B+

B

生物組成、除去（漁獲）

がＣ判定であり、負荷と

滞留のバランスに関する

検査などを踏まえた十分

な検査を実施する必要が

ある。�

A B C

A B C

A  B C

A B  C

A B  C

A B C

A B C

A B  C

A B C

C

B+

B+

B

－�

B

C

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　0.6　）�

AC＝（　34　）�

AW＝（　2.5　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.2　）�

FR＝（　1.25　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　89　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡土佐湾のほぼ中央に位置�

¡リアス式海岸�

¡過去幾たびも津波による被害を蒙り、近年では昭和21年の南海沖地震津波、昭和35年のチリ地震津波により甚大

な被害を受けている�

¡須崎港は、高知県の中核港湾として発展し、昭和40年3月に重要港湾となった�

気温と降水量（須崎）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認
できず）�

¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B

負荷・海水交換：－�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 宿毛湾 高知県�

B

A
B+

C+
C

B+

A

C+

C

B

A

A

生物組成、除去（漁獲）

がＣ判定であり、負荷と

滞留のバランスに関する

検査などを踏まえた十分

な検査を実施する必要が

ある。�

A  B C

A B C

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

A  B C

A  B C

A B C

C+

B

A

B+

A

A

C

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.6　）�

AC＝（　38　）�

AW＝（　4.4　）�

PS＝（　0.06　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.009　）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.4　）�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　1.2　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　8　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡高知県の南西部に位置する�

¡豊後水道に面し、豊かな自然に囲まれている�

¡宿毛漁場では恵まれた自然環境の中、世界各地から最先端の養殖技術を導入し、履歴管理されたはまちを生産し

ている�

¡地理的条件、産業基盤整備の遅れ等から徐々に過疎化が進行してきた�

気温と降水量（宿毛）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認できず）�
¡鳥類（確認）�

0

20

40

60

80

100

特 に な し �

生物組成：C＋�
19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05
�

20
06

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

割
合
（
％
）
�

自然� 半自然� 人工�

0

100

200

300

400

500

干潟�
1978

藻場�
1978

干潟�
1993

藻場�
1993

面
積
（
ha
）
�

H19年の調査で�
8調査点中全地点で貧酸素化なし�



－229－

物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：A

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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九　州�

54 博多湾�

55 有明海�
　 及び島原湾�

56 唐津湾�

57 伊万里湾�

58 仮屋湾�

59 長崎湾�

60 大村湾�

61 佐世保湾�

62 橘湾�
63 八代海�

64 入津�

65 別府湾�
66 津久見湾�

67 佐伯湾�

68 尾末湾�

69 鹿児島湾�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 博多湾 福岡県�

B

A
B+

C+
C

C+

C+

C+

C

C+

B

C+

生息環境を除くすべての

項目がＣ判定であり、不

健康である可能性が高い。

早急に二次検査が必要で

ある。�

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

C+

C+

B

C+

C+

C+

C

A B C

A B  C

A B  C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　53　）�

AW＝（　1.9　）�

PS＝（　0.8　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.47　）�
LR（T-N）＝（　0.19　）�
LR（T-P）＝（　0.08　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.06　）�

SD＝（ 有機汚濁
物質が蓄積 ）�

FB＝（　0.3　）�

FR＝（　1.22　）�
FC＝（　0.8　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　31　）�

54
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：134.2km2�

¡湾口幅：7.7km�

¡湾内最大水深：23ｍ�

¡背後に福岡市という大都市を抱えており、陸

域からの流入負荷は大きい�

¡古くから大陸文化の受入口としての国際港の機能を果たしてきた�

¡博多湾水質保全計画及び博多湾特定水域高度処理基本計画により水質改善が図られている�

気温と降水量（福岡）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：B

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認できず）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡ニナの仲間（確認）�
¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：C＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）－印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 有明海 福岡県・熊本県・佐賀県・長崎県�

B

A
B+

C+
C

C+

C+

C+

C

C+

C+

B

堆積・分解を除くすべて

の検査項目がＣ判定であ

り、不健康である可能性

が高い。早急に二次検査

が必要である。�

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A B  C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

C+

C+

C+

C+

C+

B

C

A B C

A  B C

A B C

A B  C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　56　）�

AW＝（　2.1　）�

PS＝（　1.1　）�

CW＝（　0.05　）�

LR（COD）＝（　0.16　）�
LR（T-N）＝（　0.11　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.1　）�

SD＝（　0.9　）�

FB＝（　0.4　）�

FR＝（　0.5　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　42　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：1700km2�

¡湾口幅：4.5km�

¡湾内最大水深：164.6ｍ�

¡多くの河川が流入する�

¡広大な干潟が存在する�

¡ノリの養殖が盛んで生産量は日本一�

¡背後には日本有数の穀倉地帯が広がる�

¡近代では三池炭鉱等の石炭の採掘が産業としてあった�

気温と降水量（佐賀）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：C＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡シオマネキの仲間（確認できず）�
¡ムツゴロウ・トビハゼの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
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100
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ダイオキシン（水質）（2000）�

で高い地点あり�

生物組成：C＋�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：B

負荷・海水交換：C＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）－印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 唐津湾 福岡県・佐賀県�

B

A
B+

C+
C

B

C+

C+

A

B

A

B

生物組成、負荷・海水交

換がＣ判定である。貧酸

素水についても把握し、

具体的な症状を把握する

ことが必要である。�

A B  C

A B C

A B  C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A B C

A  B C

C+

B

A

B

C+

B

A

A B  C

A B C

A  B C

A B  C

LC＝（　0.6　）�

AC＝（　36　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.3　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.32　）�
LR（T-N）＝（　0.12　）�
LR（T-P）＝（　0.03　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.06　）�

SD＝（　砂泥質
の海底　）�

FB＝（　1.7　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.4　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：150km2�

¡湾口幅：10.7km�

¡湾内最大水深：32ｍ�

¡北部を日本海側に開く�

¡背後に唐津市を有し、松浦川が流入する�

¡古くから朝鮮半島や大陸との交易で栄えてきた�

¡現在は電力や石油関連企業が立地している�

¡クルマエビやガザミの放流が行われている�

¡海洋レクリエーションの拠点となっている�

気温と降水量（福岡）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認できず）�
¡カブトガニ（確認できず）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
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生物組成：C＋�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B

負荷・海水交換：C＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）－印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 伊万里湾 佐賀県・長崎県�

B

A
B+

C+
C

B

C+

C

A

C+

B

－�

生物組成、生息空間、負

荷・海水交換がＣ判定で

あり、貧酸素水に関する

検査などを踏まえた十分

な検査を実施する必要が

ある。�

A B C

A B C

A B  C

A B C

A B C

A B  C

A B C

A B C

A  B C

C

C+

B

B

C+

－�

A

A B  C

A B C

A B  C

A B C

LC＝（　0.5　）�

AC＝（　67　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.8　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.31　）�
LR（T-N）＝（　0.14　）�
LR（T-P）＝（　0.03　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.06　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　1.5　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.23　）�
FC＝（　2.4　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：120km2�

¡湾口幅：4.2km�

¡湾内最大水深：56ｍ�

¡湾内には大小多数の島々が点在�

¡マダイ、ハマチ、真珠、クルマエビ等の養殖が盛ん�

¡古くは石炭の輸出港として、近年は工業港として栄えている�

気温と降水量（伊万里）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：B

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡アサリ・ハマグリの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認できず）�
¡カブトガニ（確認できず）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認できず）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：C＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 仮屋湾 佐賀県�

B

A
B+

C+
C

B

C

B

C

B+

A

C

負荷・海水交換、堆積・

分解の変化により、除去

（漁獲）もＣ判定となっ

ている可能性がある。今

後生態系の安定性への影

響が懸念される。�

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C

B

B+

A

B

C

C

C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　33　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　3.39　）�
LR（T-N）＝（　1.59　）�
LR（T-P）＝（　0.35　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.06　）�

SD＝（　底質環
境が悪化　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.2　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：6.3km2�

¡湾口幅：0.5km�

¡湾内最大水深：25ｍ�

¡有浦川が主要な河川として流入�

¡主な産業は農業、タバコや柑橘の栽培も盛ん�

¡マダイ養殖が盛んで、県内最大の養殖基地�

気温と降水量（枝去木）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ、リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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デ ー タ な し �



－251－

物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C

負荷・海水交換：C

除去：C

底生系魚介類の推移�
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淡水の平均滞留時間（月）�
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底質環境が悪化しているところがある�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 長崎湾 長崎県�

B

A
B+

C+
C

B+

C+

B

A

B

A

－�

負荷・海水交換がＣ判定

であり、貧酸素水に関す

る検査などを踏まえた十

分な検査を実施する必要

がある。�

A B  C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C
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A B C

A B C

A  B C
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A
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A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　46　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.29　）�
LR（T-N）＝（　0.12　）�
LR（T-P）＝（　0.03　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.08　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　1.3　）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.05　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　5　）�

59



－253－

地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：10.79km2�

¡湾口幅：0.45km�

¡湾内最大水深：45ｍ�

¡東部を五島灘に開いた湾�

¡湾奥は重要港湾に指定されている�

¡江戸時代の鎖国下において唯一の海外貿易が行われた�

¡長崎市は被爆都市として平和アピールを推進している都市�

気温と降水量（長崎）�

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

　　　4000

年
降
水
量
（
m
m
）
�

0

5

10

15

20

25

30

平
均
気
温
（
℃
）
�

1
9
6
1
�

1
9
6
2
�

1
9
6
3
�

1
9
6
4
�

1
9
6
5
�

1
9
6
6
�

1
9
6
7
�

1
9
6
8
�

1
9
6
9
�

1
9
7
0
�

1
9
7
1
�

1
9
7
2
�

1
9
7
3
�

1
9
7
4
�

1
9
7
5
�

1
9
7
6
�

1
9
7
7
�

1
9
7
8
�

1
9
7
9
�

1
9
8
0
�

1
9
8
1
�

1
9
8
2
�

1
9
8
3
�

1
9
8
4
�

1
9
8
5
�

1
9
8
6
�

1
9
8
7
�

1
9
8
8
�

1
9
8
9
�

1
9
9
0
�

1
9
9
1
�

1
9
9
2
�

1
9
9
3
�

1
9
9
4
�

1
9
9
5
�

1
9
9
6
�

1
9
9
7
�

1
9
9
8
�

1
9
9
9
�

2
0
0
0
�

2
0
0
1
�

2
0
0
2
�

2
0
0
3
�

2
0
0
4
�

2
0
0
5
�

2
0
0
6
�

2
0
0
7

人　口（長崎市）�

0

20

40

60

80

100

人
口
（
万
人
）
�

1
9
6
1
�

1
9
6
2
�

1
9
6
3
�

1
9
6
4
�

1
9
6
5
�

1
9
6
6
�

1
9
6
7
�

1
9
6
8
�

1
9
6
9
�

1
9
7
0
�

1
9
7
1
�

1
9
7
2
�

1
9
7
3
�

1
9
7
4
�

1
9
7
5
�

1
9
7
6
�

1
9
7
7
�

1
9
7
8
�

1
9
7
9
�

1
9
8
0
�

1
9
8
1
�

1
9
8
2
�

1
9
8
3
�

1
9
8
4
�

1
9
8
5
�

1
9
8
6
�

1
9
8
7
�

1
9
8
8
�

1
9
8
9
�

1
9
9
0
�

1
9
9
1
�

1
9
9
2
�

1
9
9
3
�

1
9
9
4
�

1
9
9
5
�

1
9
9
6
�

1
9
9
7
�

1
9
9
8
�

1
9
9
9
�

2
0
0
0
�

2
0
0
1
�

2
0
0
2
�

2
0
0
3
�

2
0
0
4



－254－

浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：C＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 大村湾 長崎県�

B

A
B+

C+
C

B

A

C+

A

C+

B+

C+

生物組成、生息空間、堆

積・分解がＣ判定である。

底層における物質循環の

滞りが顕著であり、生態

系への影響が心配される。�

A B C

A  B C

A B C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

A  B C

C+

C+

B+

B

A

C+

A

A B  C

A B  C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　24　）�

AW＝（　2.6　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　0.2　）�

LR（COD）＝（　0.10　）�
LR（T-N）＝（　0.06　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積が
ともに減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（　湾口を
除き粘土質　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.22　）�
FC＝（　1.2　）�

TP＝（　0.8　）�
TD＝（　85　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：321km2�

¡湾口幅：0.33km�

¡湾内最大水深：54ｍ�

¡佐世保湾を介して針尾瀬戸および早岐瀬戸の

みで外界と通じている非常に閉鎖性が強い湾

である�

¡湾内には24水系51河川が流入している�

¡湾内では真珠の養殖が行われている�

¡ミカン栽培を主体とした農業とテーマパークによる観光が主要�

気温と降水量（大村）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：B＋�

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 佐世保湾 長崎県�

B

A
B+

C+
C

B

C+

B+

A

B+

A

－�

負荷・海水交換がＣ判定

であり、堆積・分解の状

況を踏まえた十分な検査

が必要である。�

A  B C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A B C

A  B C

A B C

A  B C

B+

B+

A

B

C+

－�

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　0.8　）�

AC＝（　24　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.8　）�
LR（T-N）＝（　0.3　）�
LR（T-P）＝（　0.09　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.1　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　31　）�

61
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：42.98km2�

¡湾口幅：2.39km�

¡湾内最大水深：25ｍ�

¡湾西部の針尾瀬戸および早岐瀬戸で大村湾と

通じる�

¡年間を通じて北風が多い気象となっている�

¡流入河川はほとんどない�

¡リアス式海岸�

¡古くから南蛮貿易港として栄えてきた�

¡戦後は造船、炭鉱を経て、現在は製造業とともに県北地域の商業サービス業の中心地となっている�

¡ハマチ、マダイ、カキを主とする海面養殖が盛ん�

¡ハウステンボスなどアメニティも整備されている�

気温と降水量（佐世保）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認できず）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：C＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 橘湾 長崎県�

B

A
B+

C+
C

C

A

B+

C

B+

A

－�

基礎生産、除去（漁獲）

がＣ判定であり、その原

因となりうる堆積・分解

や貧酸素水の状況を踏ま

えた十分な検査が必要で

ある。�

A B  C

A  B C

A B  C

A  B C

A B C

A B C

A  B C

A B C

A B C

B+

B+

A

C

A

－�

C

A B C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　17　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.1　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　0.5　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：130.92km2�

¡湾口幅：11.59km�

¡湾内最大水深：39ｍ�

¡東シナ海に面して温暖な気候�

¡千々石川、金浜川が流入�

¡ブリ類を主とする養殖業が盛ん�

¡現在は本県南部の工業集積拠点�

気温と降水量（雲仙岳）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：A

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 八代海 熊本県・鹿児島県�

B

A
B+

C+
C

C+

B

C+

C

B

C

－�

生物組成、生息環境、基

礎生産、除去（漁獲）が

Ｃ判定であり、貧酸素水

や堆積・分解の状況を踏

まえた十分な検査が必要

である。�

A B C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B C

A B C

C+

B

C

C+
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－�

C

A B C

A B C

A B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　45　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　2.0　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.21　）�
LR（T-N）＝（　0.08　）�
LR（T-P）＝（　0.02　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.6　）�

FR＝（　0.7　）�

TP＝（　1.0　）�
TD＝（　16　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：1200km2�

¡湾口幅：1.3km�

¡湾内最大水深：89ｍ�

¡沖合を北上する対馬暖流の影響を受ける�

¡琢磨川をはじめとして数多くの河川が流入し

ている�

¡八代では農業、工業、水産業などが栄えている�

¡湾東部に存在する八代港は江戸時代からの干拓によって開かれた�

気温と降水量（八代）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：C

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡シオマネキの仲間（確認）�
¡ムツゴロウ・トビハゼの仲間（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：B

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 入津 大分県�
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C+

生物組成、除去（漁獲）

でＣ判定が出ており、そ

の原因として堆積・分解

の変化が想定される。負

荷・海水交換についても

把握する必要がある。�
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LC＝（　1.0　）�

AC＝（　44　）�

AW＝（　5.2　）�

PS＝（　0.0　）�

CW＝（　0.0　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　－　）�

SD＝（　ヘドロ
化している　）�

FB＝（　0.4　）�

FR＝（　1.5　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　12　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

¡面積：5.28km2�

¡湾口幅：1.42km�

¡湾内最大水深：25ｍ�

¡沖合を流れる黒潮の影響を受ける�

¡大きな流入河川はない�

¡基幹産業は水産業、古くは真珠養殖が盛んであった�

¡ブリやシマアジの養殖が盛ん�

¡平成5年からは培養処理したイトゴカイを大量に海底泥に散布し、ヘドロ化した有機物を処理する実験が行われて

いる�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡カメノテ（確認）�
¡シギ・チドリ以外の鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B＋�

堆積・分解：C＋�

負荷・海水交換：－�

除去：C

底生系魚介類の推移�

0

4

8

12

20

16

赤
潮
の
発
生
件
数（
件
）
�

0

3

6

9

12

15

漁
獲
量
（
百
ト
ン
）
�

19
83
�

19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04

19
83
�

19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05

0

2

4

6

8

10

溶
存
酸
素
濃
度（
m
g/
L）
�

透明度�

透
明
度
（
ｍ
）
�

0

3

6

9

12

15

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05

ヘドロ化している�

デ ー タ な し �

デ ー タ な し �



－276－

一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 別府湾 大分県�

B

A
B+

C+
C

B

C+

B+

C

C+

A

B+

生息空間、負荷・海水交

換、除去（漁獲）がＣ判

定であり、その影響によ

る生物組成、生息環境の

今後の変化が心配である。�

A B  C

A  B C

A B  C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

A  B C

A B C

B+

C+

A

B

C+

B+

C

A B  C

A  B C

A  B C

A B  C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　72　）�

AW＝（　5.0　）�

PS＝（　0.3　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　0.35　）�
LR（T-N）＝（　0.26　）�
LR（T-P）＝（　0.021　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　0.7　）�

FB＝（　0.5　）�

FR＝（　0.8　）�
FC＝（　0.5　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　76　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：475km2�

¡平均水深：36m

¡背後の別府市は温泉等の観光で有名�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：B＋�

負荷・海水交換：C＋�

除去：C

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 津久見湾 大分県�

B

A
B+

C+
C

B

B

B+

A

C+

A

A

生息空間がＣ判定であり、

負荷と滞留のバランスを

踏まえた十分な検査を実

施する必要がある。�

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

A B  C

A  B C

A  B C

B+

C+

A

B

B

A

A

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　51　）�

AW＝（　6.1　）�

PS＝（　0.3　）�

CW＝（　0　）�

LR（COD）＝（　－　）�
LR（T-N）＝（　－　）�
LR（T-P）＝（　－　）�

干潟・藻場面積は
減少していない�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.02　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.6　）�

TP＝（　0.8　）�
TD＝（　83　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡豊後水道に面しており、豊後水道の一角を占

める�

¡リアス式海岸�

¡基幹産業は、ライム産業（石灰石発掘とセメント産業）や、みかんを中心とした農業、マグロに代表される漁業

が中心�

気温と降水量（佐伯）�

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

年
降
水
量
（
m
m
）
�

平
均
気
温
（
℃
）
�

19
76
�

19
77
�

19
78
�

19
79
�

19
80
�

19
81
�

19
82
�

19
83
�

19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05
�

20
06
�

20
07

人　口（津久見市）�

0

1

2

3

4

人
口
（
万
人
）
�

19
79
�

19
80
�

19
81
�

19
82
�

19
83
�

19
84
�

19
85
�

19
86
�

19
87
�

19
88
�

19
89
�

19
90
�

19
91
�

19
92
�

19
93
�

19
94
�

19
95
�

19
96
�

19
97
�

19
98
�

19
99
�

20
00
�

20
01
�

20
02
�

20
03
�

20
04
�

20
05
�

20
06
�

20
07

0

5

10

15

20

25

30

35



－282－

浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡ヒトデ・ウニ・ナマコの仲間（確認）�
¡ハゼの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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生物組成：B＋�
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0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 尾末湾 宮崎県�

B

A
B+

C+
C

B

A

B+

A

C+

A

－�

生息空間がＣ判定であり、

堆積・分解に関する検査

を踏まえた十分な検査を

実施する必要がある。�

A B  C

A  B C

A B C

A B  C

A B C

A  B C

A  B C

A B C

A  B C

B+

C+

A

B

A

－�

A

A B  C

A B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　29　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　0.02　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.10　）�
LR（T-N）＝（　0.03　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積が
ともに減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（0.0004）�
最近は（横這い）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.9　）�
最近は（増加）傾向�

FR＝（　0.9　）�
FC＝（　0.4　）�

TP＝（　－　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：10.28km2�

¡湾口幅：1.65km�

¡湾内最大水深：20ｍ�

¡沖合を黒潮が流れている�

¡台風銀座と呼ばれるほど台風が多い地域�

¡流入河川は五十鈴川、鳴子川など�

¡古くから東九州の海上交通の要衝として役割を果たしてきた�

¡昭和26年に重要港湾に指定され、各国の船舶が入港している�

¡水産加工は基幹産業でアジ、タイ、ハマチ、ヒラメなどの養殖が盛ん�

¡背後は化学工業地帯として発展している�

気温と降水量（延岡）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：C＋� 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡ニシキウズガイ・リュウテンサザエ
の仲間（確認）�

¡イガイの仲間（確認）�
¡フジツボの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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生物組成：B＋�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：－�

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 鹿児島湾 鹿児島県�

B

A
B+

C+
C

C+

B+

A

A

B

A

B

基礎生産がＣ判定であり、

今後生態系の安定性への

影響が懸念される。�

A  B C

A  B C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A B  C

A B  C

A  B C

A

B

A

C+

B+

B

A

A B C

A  B C

A  B C

A B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　39　）�

AW＝（　2.0　）�

PS＝（　0.4　）�

CW＝（　0.05　）�

LR（COD）＝（　0.03　）�
LR（T-N）＝（　0.01　）�
LR（T-P）＝（　0.00　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年赤潮は発生
している�

AT＝（　0.04　）�
最近は（減少）傾向�

SD＝（　－　）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　1.0　）�
FC＝（　1.1　）�

TP＝（　0.9　）�
TD＝（　45　）�
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：1040km2�

¡湾口幅：11km�

¡湾内最大水深：237ｍ�

¡湾内には桜島火山が存在�

¡高温多雨の地域で台風の襲来も多い�

¡多くの河川が流入�

¡湾岸は何千年もの古くから文化が育まれてきた地域�

¡湾岸には多様な泉質を誇る数多くの温泉が湧出している�

¡水質や水辺環境を良好に保全する鹿児島湾ブルー計画に基づき対策を図っている�

気温と降水量（鹿児島）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：A

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡カメノテ（確認）�
¡ニナの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：C＋�

堆積・分解：B

負荷・海水交換：B＋�

除去：A

底生系魚介類の推移�
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南西諸島�

71 羽地内海�

70 金武湾�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�

COD、T-N、T-Pともに�
LRx＜スタンダード値�

の場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向にない�

�

SD<0.2��
�

2.9≦AW�

0.7<FBかつ�
最近3年間増加�
もしくは横這い傾向�

有害物質の測定値（測定値／環
境基準値：PS）�

貧酸素水の確認頻度（貧酸素水
確認調査点の割合：CW）�

海岸生物の出現状況（代表種の
確認割合：LC）�

漁獲生物の分類群別組成の変化
（最近3年間の平均/20年間の平均：
最優占分類群の漁獲割合（FR）、
漁獲量（FC））�

透明度の変化（最近3年間の平均
/ 2 0年間の平均：透明度の割合
（TP）、最近3年間の平均-20年
間の平均（TD））�

底質環境（全硫化物量の最大値：
SD）�

無酸素水の出現状況（最低溶存
酸素濃度：AW）�

底生魚介類の漁獲量（最近3年間
の平均/20年間の平均：FB）�

負荷と滞留のバランス（負荷滞留
濃度：LR）�

干潟・藻場面積の変化�

人工海岸の割合（AC）�

赤潮の発生頻度�

潮位振幅の変化（AT）�

生物組成�

生息空間�

生息環境�

負荷・�
海水交換�

基礎生産�

堆積・分解�

除去�
（漁獲）�

注）「－」印は一部またはすべてのデータがないため、診断できない部分を示す。�

 金武湾 沖縄県�

B

A
B+

C+
C

B

A

C+

A

B

C

A

生物組成、生息環境がＣ

判定であり、生態系への

影響が心配される。貧酸

素水の状況を踏まえた診

断をする必要がある。�

A B C

A  B C

A B  C

A B  C

A B  C

A  B C

A  B C

A B C

A  B C

C+

B

C

B

A

A

A

A B  C

A B C

A B C

A  B C

LC＝（　1.0　）�

AC＝（　44　）�

AW＝（　－　）�

PS＝（　1.0　）�

CW＝（　－　）�

LR（COD）＝（　0.04　）�
LR（T-N）＝（　0.01　）�
LR（T-P）＝（　0.01　）�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

毎年ではないが赤
潮は発生している�

AT＝（　0.03　）�
最近は（横這い）傾向�
SD＝（底質は粗粒
砂から細粒砂）�

FB＝（　0.8　）�
最近は（横這い）傾向�

FR＝（　0.6　）�
FC＝（　0.4　）�

TP＝（　1.1　）�
TD＝（　104　）�

70
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地理的条件�

歴史的条件・管理的条件�

気象的条件・社会的条件�

年降水量�

年平均気温�

¡面積：109.58km2�

¡湾口幅：5.66km�

¡湾内最大水深：56ｍ�

¡島の西方を黒潮本流が北上�

¡一年中暖かく雨が多い�

¡流入河川は天願側川など数本ある�

¡古くから航路の中継点、避難港として利用されてきた�

¡現在はエネルギー港湾としての重要性が高まっている�

¡湾内ではクルマエビやシャコガイの養殖が行われている�

¡観光産業としては、闘牛が有名�

気温と降水量（金武）�
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浮魚類� 底魚類� 貝類� 底生生物（貝類除く）�  海藻類�

【最優占分類群の漁獲量比】� 【海岸生物の出現状況比】�

【干潟・藻場面積比】� 【有害物質分析値の比】�

【最新の人工海岸の割合】� 【貧酸素水の出現比】�

生 態 系 の 安 定 性 �

漁獲割合（％）�

生息空間：B 生息環境：C

干潟と藻場の面積�

人工海岸の比率�

¡ミナミコメツキガニ（確認）�
¡シギ・チドリの仲間（確認）�
¡イガイの仲間（確認）�
¡スナガニの仲間（確認）�
¡鳥類（確認）�
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物 質 循 環 の 円 滑 さ �

【透明度の差】�

【赤潮の発生日数比】�

【負荷滞留濃度】�

【潮位振幅変化量】�

【底質環境】�

【底生魚介類の漁獲量比】�
【底層の最低溶存酸素濃度】�

基礎生産：B

堆積・分解：A

負荷・海水交換：A

除去：A

底生系魚介類の推移�
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一次診断チャート�

一次診断カルテ�

所　見�

基礎生産：�

負荷・海水交換：�

生物組成：�

生息空間：�

生息環境：�

堆積・分解：�

除去（漁獲）：�

生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

検査項目� 要精検（C）�要注意（B）�良好（A）�視　点�
検　査　基　準�

診　　断�検　査　結　果�

【
生
態
系
の
安
定
性
】
を
示
す
項
目�

【
物
質
循
環
の
円
滑
さ
】
を
示
す
項
目�

FR<0.8�
または�
1.2<FR��
�

LC<0.8�

�

干潟・藻場面積がと
もに減少している�

�

50≦AC�

１つの健康項目でも�
1≦PS�
�

0.5≦CW�

�

TP<0.8または
1.2<TP�

�

毎年�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pとも
にスタンダード値≦
LRxの場合�

0.05≦AT��
�

1≦SD��
�

AW<0.5�
�

FB≦0.7

0.8≦FR≦1.2かつ�
FC<0.7または
1.3<FC ��

�
0.8≦LC <1�

�

干潟・藻場面積のい
ずれかが減少している�

�

20< AC <50�

１つの健康項目でも
0.8≦PS<1�

�

0.1≦CW<0.5�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
20≦TD�

�

毎年ではないが�
赤潮は発生している�

�

COD、T-N、T-Pのいず
れかでスタンダード値≦

LRxの場合�

AT<0.05かつ最近３
年間減少傾向�

�

0.2≦SD<1��
�

0.5≦AW<2.9�
�

0.7<FBかつ最近3
年間減少傾向�

0.8≦FR≦1.2�
かつ�

0.7≦FC≦1.3��
�

LC=1�

�

干潟・藻場面積は減
少していない�

�

AC≦20�

すべての健康項目で
PS<0.8�
�

CW<0.1�

�

0.8≦TP≦1.2かつ
TD<20�

�

赤潮は発生していない��
�
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第４章　一次検査・診断からみえる日本の閉鎖性海湾の現状

４.１　平成20年度の現状
　平成20年度の視点ごとのＣ判定出現率を図３に、検査実施率を図４に示す。平成20年度の一

次検査結果からみえる日本の閉鎖性海湾の現状は以下のとおりである。

　平成20年度の検査で最も高い割合でＣ判定が出た項目は、『堆積・分解』である。『堆積・分解』

を構成する「底質環境」「無酸素水の出現状況」のうち、特に「底質環境」でＣ判定の割合が高く

（63％）、日本の閉鎖性海湾の多くが陸域等からの負荷を海底に蓄積している現状が明確である。

　次に高い割合でＣ判定が出た項目は『除去（漁獲）』である。この検査項目は底生魚介類を検査

対象としており、上述の『堆積・分解』とあわせて考えると、閉鎖性海湾の底層の環境が病んで

いる現状が浮かび上がってくる。

　また、3番目にＣ判定の割合が高い項目は『生息空間』である。『生息空間』を構成する項目のうち、

「人工海岸の割合」が40％と高くなっており、日本の閉鎖性海湾の40％において、海岸の半分以上が

人工化されていることがわかる。このことは、生態系の安定性を支える生息空間が悪化していることを示

しており、今後日本の閉鎖性海湾の生態系が損なわれないよう配慮する必要があると考えられる。

　なお、平成20年度の検査実施率をみると、『負荷・海水交換』『堆積・分解』で検査実施率が低

くなっている。『除去（漁獲）』を除く6項目は、2つの小項目の結果を示しているため、最終的

には高い検査実施率となっている項目もあるが、各小項目の検査実施率をみると、「貧酸素水の確

認頻度」「負荷と滞留のバランス」「底質環境」「無酸素水の出現状況」の4つの項目で検査実施率

が50％以下となっている。これらは溶存酸素のデータ等、底層の環境を示すデータの取得不足に

よるものである。日本の閉鎖性海湾の底層環境が病んでいる状況を考えると、行政等による当該

データの充実が強く望まれる。

図３．Ｃ判定（要精検）出現率（平成20年度） 図４．各視点での検査実施率（平成20年度）
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４.２　平成16年度から平成20年度の一次検査結果の変遷と傾向
　平成16年度～20年度の各診断結果の変遷を表４に、視点ごとの平成16年度～平成20年度の

Ｃ判定出現率を図５に示す。平成16年度～平成20年度に行ってきた３回の診断結果の変遷から

みられる傾向として以下のことが挙げられる。

　「生態系の安定性」に関わる項目のうち、『生物組成』は、平成16年度以降、改善傾向、悪化傾

向を示す海湾がともに多く、特に、北海道では『生物組成』が悪化している海湾が多くなってい

る。また、『生息環境』は悪化傾向にある海湾が多くみられた。これは、人工海岸の増加や貧酸素

水の発生の増加による影響である。特に、『生息環境』は東北地方で悪化傾向にある海湾が多くみ

られた。

　一方、「物質循環の円滑さ」に関わる項目をみると、『基礎生産』『堆積・分解』『除去（漁獲）』

は、いずれも改善傾向にある海湾の方が悪化傾向にある海湾より多くなっている。特に、『堆積・

分解』は、改善傾向にある海湾が多く、悪化傾向にある海湾はみられない。

　これらのことから、全体として、「物質循環の円滑さ」に関する項目は改善傾向を示すものが多

いが、「生態系の安定性」に関する項目は悪化傾向を示すものが多いという傾向がみられた。これ

は、全国的な流入負荷の抑制等によって『基礎生産』『負荷・海水交換』『堆積・分解』といった

項目が改善されてきたが、『生息空間』『生息環境』といった項目が悪化傾向となっているため、

『生物組成』がなかなか改善されないという現状を示していると考えられる。

４.３　一次検査の実施にあたっての課題
　平成16年度～平成20年度の視点ごとの検査実施率を図６に示す。

　平成16年～平成20年にかけて過去3回一次検査を実施してきたが、項目によって検査実施率

に差があり、特に、『堆積・分解』で低い検査実施率となっている。これは、『堆積・分解』を構

成する「底質環境」や「無酸素水の出現状況」に関して、入手可能な既存資料が少ないという現

状を示している。また、『生息空間』の検査結果をみると、検査結果が変化していない海湾が多く

なっているが、これは、各海湾の環境が変化していないのではなく、『生息空間』を評価する検査

項目の基礎データの調査・公表が数年おきである等の理由で、新たなデータが追加できていない

ためである。他の項目においても、検査項目2つのうち、一方の項目だけで評価せざるを得ない

ものもあり、一次検査の精度を上げるためには、より多くの情報を収集していかなければならな

い。

　以上のことから、海湾の健康状態をより正確に把握するために、底層環境等情報が不足してい

る項目についての調査の実施、調査結果の公表等について、各自治体への働きかけ等が必要であ

ると考えられる。
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A�
A�
－�
A�
A�
A�
A�
�
�
A�
A�
A�
C＋�
A�
�
A�
A�
－�
A�
A�
�
�
�
C�
A�
－�
－�
C＋�
A�
C＋�
C＋�
�
�
B＋�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
B＋�
C＋�
A�
B�
－�
A�
A�
A�
A�
C�
A�
�
�
�
�
B＋�
C�
A�
93�
25�
4�
11

基礎生産�
�
B�
C�
－�
B�
B＋�
B�
B＋�
C＋�
B�
B�
C＋�
C＋�
B�
�
�
B�
B＋�
B�
C＋�
B�
�
B�
B�
B＋�
C�
C＋�
�
�
�
C＋�
B�
B�
C＋�
B�
B�
C＋�
C＋�
�
�
C＋�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
C＋�
C＋�
B�
B�
B�
B�
B�
B�
B�
C＋�
B�
�
�
�
�
C＋�
B�
B�
99�
0�
29�
16

負荷・�
海水交換�
C＋�
A�
B�
B�
B＋�
B�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
�
�
C＋�
B＋�
－�
C�
－�
�
B�
A�
B＋�
B＋�
C＋�
�
�
�
B＋�
A�
A�
A�
C＋�
C＋�
B＋�
B＋�
�
�
A�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
B�
C＋�
B�
B�
C＋�
C＋�
A�
C＋�
A�
B＋�
A�
�
�
�
�
A�
A�
A�
98�
19�
15�
10

堆積・�
分解�
C�
C＋�
－�
A�
C＋�
B�
C�
C�
A�
A�
C＋�
C�
C＋�
�
�
C＋�
－�
－�
C�
A�
�
C�
A�
A�
C�
C�
�
�
�
C�
C�
－�
C�
C＋�
C＋�
C�
C�
�
�
C＋�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
C�
C＋�
C�
C�
C�
－�
C�
－�
C�
B�
C＋�
�
�
�
�
B�
A�
－�
92�
7�
3�
29

除去�
（漁獲）�
A�
A�
B�
B�
C�
A�
B�
B�
C�
C�
C�
C�
A�
�
�
C�
A�
A�
C�
C�
�
C�
A�
A�
A�
A�
�
�
�
A�
A�
A�
C�
C�
C�
C�
B�
�
�
A�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
C�
C�
C�
B�
B�
B�
B�
B�
B�
A�
C�
�
�
�
�
A�
A�
B�
100�
17�
12�
17

H16
生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

生物組成�
�
B＋�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
B＋�
A�
A�
B＋�
B�
C＋�
C＋�
B＋�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
A�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
B＋�
C＋�
B�
C＋�
A�
C＋�
C＋�
B＋�
B�
B�
B＋�
B＋�
C＋�
B＋�
C＋�
A�
C＋�
C＋�
A�
B＋�
A�
A�
C＋�
A�
C＋�
A�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
B＋�
B�
B�
A�
A�
A�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
B＋�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
B＋�
100�
13�
35�
23

生息空間�
�
C＋�
B�
A�
A�
B�
A�
B＋�
A�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
B�
A�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
C�
B�
C＋�
C＋�
B�
B＋�
B�
A�
C＋�
C＋�
C�
C�
A�
A�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
C�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
C＋�
B＋�
C＋�
B＋�
B�
C�
C＋�
B�
C＋�
B＋�
B�
B�
B＋�
B�
C＋�
B�
C�
C＋�
C＋�
C＋�
B＋�
B�
C＋�
100�
8�
35�
28

生息環境�
�
A�
C＋�
－�
C�
C＋�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
C＋�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
C�
A�
A�
A�
A�
－�
A�
A�
A�
A�
C�
C＋�
B�
－�
A�
C＋�
A�
C＋�
C＋�
C＋�
－�
B＋�
C＋�
A�
B＋�
A�
A�
A�
A�
A�
－�
A�
A�
A�
A�
B�
C＋�
A�
B�
－�
A�
B＋�
A�
A�
C�
A�
A�
A�
A�
－�
A�
A�
A�
90�
44�
6�
14

基礎生産�
�
B�
B＋�
－�
B�
B＋�
B�
B＋�
B�
B＋�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
C�
B�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
C�
B�
B�
B＋�
C�
C＋�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
B�
C＋�
B�
B＋�
B＋�
B�
C＋�
－�
C�
B�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
B�
C＋�
B＋�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
B�
B�
B�
B�
B�
B�
C＋�
B�
B�
B�
B＋�
B�
C＋�
B�
B�
97�
0�
50�
19

負荷・�
海水交換�
C＋�
A�
B＋�
A�
B＋�
B＋�
A�
C＋�
C＋�
A�
A�
A�
A�
－�
－�
C＋�
B＋�
－�
C�
－�
C＋�
B�
A�
B�
B�
C�
C�
C�
B�
C＋�
A�
A�
A�
B＋�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
－�
C�
B＋�
C＋�
B＋�
A�
B�
C�
A�
A�
A�
A�
－�
－�
C�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
C�
C＋�
B＋�
C＋�
B�
B�
－�
C�
C�
C＋�
A�
C�
C＋�
C�
89�
17�
15�
31

堆積・�
分解�
C�
C＋�
－�
－�
C＋�
B�
－�
B�
A�
A�
C＋�
C＋�
C＋�
－�
C�
B�
－�
－�
C�
A�
A�
C�
A�
A�
C�
C�
－�
C�
C＋�
C�
B�
－�
C�
B�
C＋�
C�
B�
C�
－�
C＋�
C�
C�
C＋�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
B＋�
C＋�
B�
－�
C�
－�
C�
－�
－�
－�
C＋�
B�
－�
B�
－�
B�
A�
－�
62�
7�
11�
26

H18
生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

注1）「－」はデータなし�

表４．平成16年度～平成20年度　全国海の健康診断結果一覧
（各診断結果の変遷）
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生物組成�
�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
B�
B＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
C＋�
B＋�
B�
B＋�
A�
B�
A�
C＋�
C＋�
B�
B＋�
C＋�
B＋�
B＋�
A�
B�
C＋�
A�
A�
C＋�
B＋�
A�
B＋�
B＋�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
A�
A�
B＋�
C＋�
A�
B＋�
B＋�
B＋�
C�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
C�
B�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
B＋�
B＋�
B＋�
A�
C＋�
C＋�
100�
10�
35�
26

生息空間�
�
C＋�
B�
A�
A�
C＋�
A�
B＋�
A�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
B�
A�
C�
C�
B＋�
C＋�
C�
B�
C＋�
C＋�
B�
B�
B�
A�
C＋�
C＋�
C�
C�
A�
A�
B＋�
B＋�
B＋�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
C�
C＋�
C�
C＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
C＋�
B＋�
C＋�
B＋�
B�
C＋�
C＋�
B�
C＋�
B＋�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
B�
B�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
B�
B�
C＋�
100�
8�
32�
31

生息環境�
�
A�
C＋�
－�
C�
B＋�
A�
B＋�
A�
A�
B＋�
A�
C＋�
B＋�
A�
A�
B＋�
B＋�
A�
C�
A�
A�
A�
A�
－�
A�
B＋�
A�
A�
C＋�
C＋�
B＋�
－�
C＋�
C＋�
A�
C＋�
C＋�
C＋�
－�
B＋�
C�
A�
B＋�
A�
A�
A�
A�
A�
－�
A�
A�
B＋�
A�
B�
C＋�
A�
B�
A�
A�
B＋�
A�
A�
C�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
C�
A�
93�
37�
14�
15

基礎生産�
�
B�
B＋�
－�
C＋�
B＋�
B�
B＋�
B�
B＋�
B�
B＋�
B�
B�
C�
B�
B�
B＋�
B＋�
C＋�
B�
C�
B�
B�
B＋�
C�
B�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
B�
C＋�
B�
B＋�
B＋�
B＋�
C＋�
－�
C�
B�
B�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
C＋�
B＋�
B�
C＋�
B＋�
B�
B＋�
C＋�
C＋�
B�
B�
B�
B＋�
B�
B�
C�
C＋�
B＋�
B�
B�
B＋�
B�
C＋�
B�
C＋�
97�
0�
49�
20

負荷・�
海水交換�
C＋�
B＋�
B＋�
A�
B＋�
B＋�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
－�
－�
C＋�
B＋�
－�
C＋�
－�
C＋�
B�
B＋�
B�
B�
C�
B�
C�
B＋�
A�
A�
A�
A�
B＋�
C＋�
B＋�
B＋�
C＋�
－�
A�
B�
B＋�
B�
B�
B�
C�
B�
B�
B�
A�
－�
－�
A�
C＋�
C＋�
C＋�
C＋�
C�
C＋�
A�
C＋�
A�
B�
－�
C＋�
B�
C＋�
A�
B＋�
A�
A�
89�
20�
25�
18

堆積・�
分解�
C�
C＋�
－�
－�
C＋�
B�
C�
B�
A�
A�
C＋�
C＋�
C＋�
－�
C�
A�
A�
－�
C�
A�
A�
C�
A�
A�
C�
C�
－�
C�
C＋�
B�
B＋�
－�
C＋�
B�
C＋�
C＋�
B�
C�
－�
C＋�
C�
C�
C＋�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
－�
B�
A�
C＋�
B�
B�
－�
C�
－�
C＋�
－�
－�
－�
C＋�
B＋�
A�
B＋�
－�
B�
A�
－�
69�
11�
12�
26

除去�
（漁獲）�
C�
A�
C�
C�
C�
B�
A�
B�
A�
A�
C�
C�
A�
－�
A�
B�
A�
B�
C�
A�
B�
C�
A�
A�
A�
B�
A�
C�
A�
C�
C�
C�
A�
A�
A�
C�
B�
A�
C�
A�
A�
C�
A�
B�
A�
C�
C�
A�
C�
C�
C�
C�
C�
C�
C�
A�
A�
C�
A�
A�
A�
C�
C�
C�
C�
A�
C�
A�
A�
A�
C�
99�
31�
8�
31

H20
生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

生物組成�
�
▼�
▼�
▼�
▼�
�
～�
▼�
～�
▼�
～�
△�
�
△�
�
�
△�
▼�
△�
▼�
�
�
�
▼�
△�
�
～�
�
�
�
△�
�
�
△�
△�
�
～�
△�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
▼�
～�
△�
～�
～�
～�
�
▼�
▼�
�
�
�
�
△�
～�
～�
�
�
�
�

46�
12�
11�
10�
13

生息空間�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
�
�
�
�
�
▼�
�
△�
△�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�

46�
3�
0�
38�
5

生息環境�
�
�
�
�
�
△�
�
▼�
�
�
▼�
�
▼�
▼�
�
�
▼�
▼�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
△�
～�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
～�
�
�
�
�
�

40�
3�
2�
25�
10

基礎生産�
�
�
△�
�
▼�
�
�
�
△�
△�
～�
△�
～�
�
�
�
�
�
～�
�
～�
�
�
�
�
�
△�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
△�
△�
�
�
▼�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
�
�
▼�
�
△�
�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
�

45�
10�
4�
27�
4

負荷・�
海水交換�

�
▼�
△�
△�
�
△�
�
～�
～�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
�
�
�
▼�
▼�
▼�
▼�
�
�
�
～�
�
�
�
△�
�
～�
～�
�
�
～�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
▼�
�
▼�
▼�
▼�
�
～�
�
～�
▼�
�
�
�
�
�
～�
～�
～�
�
�
�
�

43�
5�
11�
17�
10

堆積・�
分解�
�
�
�
�
�
�
�
△�
�
�
�
△�
�
�
�
△�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
△�
�
△�
△�
�
△�
△�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
～�
△�
△�
�
�
�
△�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

34�
12�
1�
21�
0

除去�
（漁獲）�
▼�
�
▼�
▼�
�
▼�
～�
～�
△�
△�
�
�
�
�
�
△�
～�
▼�
�
△�
�
�
�
�
�
▼�
�
�
�
▼�
▼�
▼�
△�
△�
△�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
△�
～�
▼�
～�
△�
△�
▼�
▼�
�
�
�
�
�
～�
�
▼�
�
�
�
�

46�
10�
6�
17�
13

H16→H18→H20の傾向�
生態系の安定性� 物質循環の円滑さ�

除去�
（漁獲）�
A�
A�
C�
C�
C�
A�
C�
A�
C�
A�
C�
C�
A�
－�
B�
C�
B�
A�
C�
C�
A�
C�
A�
A�
A�
A�
A�
C�
C�
C�
B�
C�
C�
C�
A�
C�
B�
A�
C�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
A�
C�
A�
C�
C�
C�
C�
C�
C�
C�
A�
C�
C�
C�
A�
A�
C�
A�
C�
C�
B�
C�
A�
B�
A�
C�
99�
29�
6�
35

変遷の比較が可能な湾�
良くなっている湾 （H16 → H18 → H20）�
変化している湾 （H16 → H18 → H20）�
変化していない湾 （H16 → H18 → H20）�
悪くなっている湾 （H16 → H18 → H20）�

診断結果が良くなっている湾 （H16→ H18→ H20）�
診断結果が変化している湾 （H16→ H18→ H20）�
診断結果が変化していない湾 （H16→ H18→ H20）�
診断結果が悪くなっている湾 （H16→ H18→ H20）�
変遷の比較不可�

△�
～�
�
▼�

凡例�
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図５．Ｃ判定（要精検）出現率の変遷

図６．各視点での検査実施率の変遷
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一次検査に用いた公表資料一覧

¡NASA（米航空宇宙局）製3D地球儀ソフト「NASA World Wind」（フリーソフト）

¡日本の閉鎖性海域（88海域）環境ハンドブック（財団法人国際エメックスセンター）

¡気象庁気象データ検索　電子閲覧室（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php）

¡各都道府県及び市町村のＨＰにおける統計情報

¡日本海洋データセンターＨＰ　潮汐カタログ

 （http://jdoss1.jodc.go.jp/cgi-bin/1997/tide_data.jp）

¡各都道府県の農林水産統計年報

¡農林水産関係市町村別データ（年産）

　（http://www.tdb.maff.go.jp/toukei/a02smenu?TouID=D003）

¡日本の干潟、藻場、サンゴ礁の現況（環境庁）第2回、第4回自然環境保全基礎調査

¡第5回自然環境保全基礎調査　海辺調査（環境庁）

¡国立環境研究所環境数値データベース（http://www.nies.go.jp/igreen/）

¡赤潮・貝毒情報ネットワークシステム（http://ay.fish-jfrca.jp/akashio/link/kaidoku.html）

¡財団法人　漁港漁場漁村技術研究所ＨＰ（http://www.jific.or.jp/index.html）

¡財団法人　港湾空港建設技術サービスセンターＨＰ（http://www.scopenet.or.jp/main/）

¡青森県水産総合研究センター　陸奥湾海況情報HP

　（http://www.net.pref.aomori.jp/zoshoku/kaikyo/kaikyocontents.html）

¡岩手県水産技術センターHP（http://www.pref.iwate.jp/̃hp5507/ ）及び年報

¡宮城県水産試験事業報告書

¡宮城県水産研究開発センターHP（http://www.pref.miyagi.jp/mtsc/）及び事業報告

¡福島県水産試験場　事業報告書

¡東京湾環境データベース（http://www.tbeic.go.jp/）

¡東京湾調査結果報告書

¡富山県ＨＰ「富山湾を科学する」富山県水産試験場からの報告

 （http://www.pref.toyama.jp/branches/1661/suisan/index.html）

¡福井県水産試験場研究報告HP（http://www.fklab.fukui.fukui.jp/ss/）及び事業報告書

¡静岡県水産試験場　事業報告

¡はまなこ環境ネットワーク（http://hamanako-kankyo.net/）

¡伊勢湾環境データベース（http://www.isewan-db.go.jp/）

¡伊勢・若狭湾環境情報データベース（http://ay.fish-jfrca.jp/kiban/top0.html）

¡愛知県水産試験場浅海定線調査結果

¡三重県HP伊勢湾データーコーナー

 （http://www.pref.mie.jp/KIKAKUK/HP/isewan/home/data/index.htm）
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¡英虞湾環境情報HP

　（http://www.mpstpc.pref.mie.jp/SUI/kankyo/、http://www.agobay.jp/agoweb_i/index.jsp）

¡京都府立海洋センター研究報告

 （http://rms2.agsearch.agropedia.affrc.go.jp/contents/JASI/pref/kyouto_kaiyou.htm）

¡田辺湾における養殖漁場環境の変動について

 （上出貴士、平成16年 3月、和歌山県農林水産総合技術センター研究報告第５号）

¡和歌山県の赤潮について（平成15年 4月、和歌山県農林水産総合技術センター水産試験場）

¡東海大学紀要海洋学部ＨＰ

 （http://www2.scc.u-tokai.ac.jp/www3/kiyou/jp_index.html）

¡三重真珠養殖漁業協同組合ＨＰ（http://mie-pearl.or.jp/kumiai/kaikyou.htm）

¡第７回中海・本庄工区月例勉強会

 （http://vege1.kan.ynu.ac.jp/nakaumi/BENKYO.HTML）

¡国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所ＨＰ

 （http://www.cgr.mlit.go.jp/izumokasen/index.html）

¡国土交通省中国地方整備局岡山事務所ＨＰ（http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/）

¡岡山県水産試験場報告

¡広島県水産試験場　事業報告及び広島県立水産海洋技術センター　事業報告

¡せとうちネットＨＰ（http://www.seto.or.jp/seto/）

¡独立行政法人　水産総合研究センター　瀬戸内海区水産研究所ＨＰ

 （http://feis.fra.affrc.go.jp/）

¡香川県水産試験場・赤潮研究所（http://www.pref.kagawa.jp/suisanshiken/）

¡徳島県立農林水産総合技術センター　水産研究所　事業報告書

¡愛媛県水産試験場　事業報告

¡国土交通省　四国地方整備局ＨＰ（http://www.skr.mlit.go.jp/）

¡高知県水産試験場赤潮情報

　（http://www.pref.kochi.jp/̃sangi/suishi/5akashio/akashio.html ）

¡福岡県水産海洋技術センター　事業報告

¡熊本県水産研究センター　事業報告書

¡有明海等環境情報・研究ネットワーク（http://ay.fish-jfrca.jp/ariake/gn/index.asp）

¡大分県農林水産研究センター水産試験場ＨＰ（http://www.mfs.pref.oita.jp/）及び事業報告

¡鹿児島県水産技術開発センター　事業報告書
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